


近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
貫
地
｣

-

狛
氏
と
山
城
国
上
狛
村
を
例
と
し
て
-

吉

田

ゆ
-
千

は
じ
め
に

本
稿
は
､
国
人
領
主
が
在
地
を
遊
敵
し
近
世
家
臣
団
に
組
み
込
ま
れ
た
後
も
､
本
文
地
と
の
関
係
を
密
接
に
持
ち
つ
づ
け
た
恥
実
を
明

(I
)

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
兵
恩
分
維
し
た
近
世
武
士
に
み
ら
れ
る
在
地
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

周
知
の
よ
う
に
狛
山
城
守
は
山
城
国

一
投
の
国
人
三
六
人
衆
の
一
人
で
､
山
城
固
相
楽
部
狛
野
荘

(現
在
京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
)
の

環
濠
免
落
内
に
居
城
を
構
え
て
い
た
｡
実
在
が
確
認
で
き
る
狛
氏
の
系
図
は
､
第
1
図
の
通
-
で
あ
る
｡
狛
左
馬
進
秀
綱
の
時
'
綴
田
信

長
か
ら
知
行
三

二

石
余
を
安
堵
さ
れ
た
が
､
信
長
の
死
後
は
狛
野
荘
に
閑
居
L
t
太
閤
検
地
に
際
し
て
も
か
つ
て
の
居
城
と
わ
ず
か
な

田
畑
を
名
請
け
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
｡
と
こ
ろ
が
､
寛
文
十

一

(
〓
ハ
七

一
)
年
に
狛
忠
成
が
'
紙
口
信
長
の
二
男
信
雄
の
庶
子
の
織

田
高
長
を
祖
と
す
る
大
和
宇
陀
郡
松
山
の
織
田
家
三
万

一
二
〇
〇
石
に
御
小
姓
と
し
て
召
し
だ
さ
れ
､
上
狛
村

(狛
野
荘
南
荘
の
内
)
を

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
式
地
｣
(菅
田
)



第1回 狛氏系図

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

-

狛
山
城
守
-
-
-
①
左
馬
進
秀
納

骨
雲
禅
定
門

②
左
京
亮
綱
吉

天
正
十
二
年
四
月
九
日
卒

西
福
寺
に
絵
像
あ
り

佑
椿
禅
定
門

慶
長
六
年
九
月
十

一
日
卒

③
治
郎
左
衛
門
昌
納

屋
叔
慶
悦
居
士

寛
文
三
年
四
月
二
日
卒

⑥治部
左
衛
門
盛
綱

-

嘆獄
浄
讃
信
士

天和
元
年
十

一
月
十
三
日
卒

⑤
孫
左
衛
門
息
成

勘
翁
了
波
信
士

宝
永
四
年
五
月

女
子

(摂
州
三
田
藩
和
久
山
藤
兵
衛
こ
嫁
ス
)

女
子

(丹
州
笹
山
荘
某
氏
二
嫁
ス
)

女
子

(相
原
藩
坂
田
氏
二
嫁
ス
)

横
堀
忠
秀

(初
メ
狛
左
衛
太
)

女
子

(摂
州
尼
崎
藩
佐
久
間
平
六
二
嫁
ス
)

⑦
左
右
馬
忠
明

退
相
宗
省
禅
定
門

文
化
十
三
年
正
月
二
十
九

日
卒

女
子

女
子

小
銀

女
子

百

(播
州
加
東
郡
粟
生
村

河
合
八
兵
衛
こ
嫁
ス

)

女
子
⑧
左
右
馬
息
剛

荒
木
故
老
次
男

幼
名
荒

木
平
次
郎
政
幸

可
道
宗
簡
禅
定
門

天
保
三
年
七
月
十
日
卒

女
子

高

(丹
州
和
田
役
所
水
野

壱
岐
守
内
某
氏
こ
嫁
ス
)

再
家
こ
帰
ル

狛
左
右
馬
忠
告

狛
平
次
郎

狛
金
次
郎

狛
万
三
郎

女
子

猪
賀

(柏
原
洋
荒
木
藤
右
街
門
二
嫁
ス
)

女
子

照

(丹
州
福
知
山
藩
川
添
進
二
郎
二
嫁
ス
)

女
子

曹

⑨
左
馬
之
進
忠
道

⑲
忠
雄
-

明
治
十

一
年

一
月
二
十
四
日
卒

女
子

統
女

(播
州
□
加
郡
和
布
柑
永
井
藤
兵
衛
こ
嫁
ス
)

狛
友
三
郎



(2
)

離
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
'
上
狛
村
に
残
し
た
城
跡
の
土
地
の
経
営
や
'
別
当
職
を
持
つ
氏
神
の
祭
礼
'
あ
る
い
は
菩
提
寺
の
墓
参

り
な
ど
､
本
貿
地
と
の
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡

こ
の
よ
う
な
狛
氏
と
本
貰
地
と
の
関
係
を
媒
介
し
た
の
が
､
狛
氏
の
旧
臣
=
狛

1
族
で
あ
っ
た
｡
狛

1
族
は
､
狛
連
中
､
あ
る
い
は
狛

人
家

(大
西

･
小
林

･
野
村

･
松
井

･
平
井

･
今
中

･
井
上

･
上
村
)
と
も
呼
ば
れ
'
旧
狛
野
荘
南
荘
城
に
当
た
る
上
狛
村
と
林
相
に
居

お
と
な

住
し
､
狛
氏
に
仕
え
た
被
官
の
家
で
あ
る
｡
彼
ら
は
､
惣
中
に
お
い
て
は
大

頭

名

や
中
脳
流
と
し
て
'
惣
村
の
運
営
を
担
っ
て
き
た
層
で

あ
っ
た
が
､
太
閤
検
地
を
経
て
百
姓
と
な
-
､
庄
屋

･
年
寄
な
ど
柑
役
人
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
し
か
し
'
し
だ
い
に
新
興
の
百
姓

に
社
会
的
地
位
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
'
伝
統
的
な
狛
氏
と
い
う
権
威
に
す
が
り
な
が
ら
狛

1
族
と
し
て
結
典
し
た
｡
し
か
し
､
十

(3
)

八
世
紀
半
ば
に
は
そ
の
多
-
が
経
済
的
に
逼
塞
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

｡

そ
の
よ
う
な
中
で
'
幕
末
ま
で
存
続
し
た
小
林
家
に
は
､
狛
忠
位
か
ら
忠
明
､
息
剛
'
恩
遇
ま
で
の
数
百
通
に
及
ぶ
苔
筒
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
｡
そ
こ
で
本
稿
で
は
'
こ
の
膨
大
な
数
の
書
簡
を
主
な
素
材
と
し
て
､
狛
氏
と
本
耳
地
と
の
関
係
を
考
察
し
て
い
く
｡

な
お
'
狛
忠
成
以
降
の
家
譜
を
第
1
表
と
し
て
掲
げ
て
お
く
｡

｢

狛
虐
使
か
ら
の
書
簡

1
.
狛
忠
位
の
略
歴

狛
息
位
は
'
綴
田
家
に
仕
官
し
た
忠
成
の
息
子
で
､
忠
成
が
宝
永
四

(
一
七
〇
七
)
年
に
病
死
し
た
と
き
は
'
八
歳
の
幼
少
で
藩
主
に

目
見
え
も
済
ま
せ
て
い
な
か
っ
た
｡
そ
の
た
め
'
百
石
の
知
行
地
を
洋
に
召
し
上
げ
ら
れ
'
当
分
十
人
扶
持
で
母
方
の
伯
父
に
あ
た
る
織

(4
)

田
家
家
臣
の
飯
田
半
右
衛
門
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

｡

正
徳
五

二

七

一
五
)
年
に
元
服
し
御
近
習
と
な
り
､
よ
う
や
-
元
文
元

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
貿
地
｣
(吉
田
)

〓
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史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

1
1
四

年
に
は
御
目
付
方
と
な
り
父
息
成
の
家
督
百
石
を
あ
て
が
わ
れ
た
｡
そ
の
後
'
御
使
番
'
御
留
守
居
､
鉄
砲
改
め
'
御
用
人
格
'
御
用
人

と
な
っ
た
が
､
宝
暦
十

1

(
1
七
六

一
)
年
に
件
熊
之
進
が
出
奔
し
た
た
め
'
弟
左
右
馬
を
養
子
に
迎
え
'
明
和
六

二

七
六
九
)
年
に

隠
居
し
家
督
を
譲
っ
た
｡

織
田
家
に
仕
え
た
初
代
息
成
の
死
後
､
件
の
息
位
が
家
督
を
継
ぐ
ま
で
の
一
八
世
紀
前
期
は
'
狛
氏
と
上
狛
村
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

多
様
な
変
化
が
生
じ
る
時
期
で
あ
る
｡
そ
の
意
味
で
､
上
狛
村
に
残
し
た
城
跡
の
経
営
や
弁
財
天
の
運
営
を
め
ぐ
り
､
最
も
頻
繁
か
つ
実

質
的
に
狛
旧
臣
と
の
接
触
が
も
た
れ
た
｡
と
同
時
に
'
狛

一
族
も
す
で
に
絶
え
て
い
た
上
村
氏
を
除
-
七
家
が
そ
ろ
っ
て
存
続
す
る
最
後

の
時
期
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
時
期
に
'
狛
氏
は
国
人
領
主
と
し
て
の
遺
産
で
あ
る
城
跡
と
奈
良
東
大
寺
塔
頭
観
音
院
の
寺
本
と
い
う
権

利
を
喪
失
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
｡
本
節
で
は
､
狛
氏
の
城
跡
の
経
営
と
そ
の
売
却
の
過
程
お
よ
び
'
観
音
院
寺
本
を
中
心
に
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
す
る
｡

2
.
城
跡
の

｢支
配
｣

狛
氏
が
上
狛
村
に
残
し
た
土
地
は
'
先
述
し
た
よ
う
に
城
跡
と
若
干
の
田
畑
で
､
そ
の
内
訳
は
第
2
表
の
と
お
り
で
あ
る
｡
狛
氏
の
城

跡
に
つ
い
て
は
'
宝
永
六

(
一
七
〇
九
)
年
に
上
狛
村
庄
屋
浅
田
家
か
ら
藤
堂
洋
の
大
庄
屋
に
宛
て
た
回
答
書
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

(.I,)

い
る
｡

[史
料
1
]
一
狛
村
之
内
こ
狛
氏
ノ
城
跡
と
申
侯
而
御
座
候
'
是
こ
右
左
馬
進
.(
=

狛
秀
網
(筆
者
注
))
被
居
候
哉
､
田
畑
二
成
候
而
御
座
候
､
尤

干
今
築
上
ケ
申
侯
地
形
残
御
座
候
､
御
年
貢
高
壱
斗
五
合
御
領
下
野
日
代
入
'
壱
斗
三
升
五
合
西
法
花
野
人
二
両
御
座
候

(中
略
)



第
1
表

柏
原
藩
狛
家
家
諾

⑤
狛
孫
左
衛
門
忠
成

(左
内

･
四
郎
右
衛
門
)

寛
文
十

一
年
正
月
十
八
日

天
和
二
年
成
五
月

同

七
月

貞
事
四
年
卯
四
月

元
禄
八
年

宝
永
四
亥
年

太
主
様
之
筋
目
ヲ
以
テ
幼
少
故
御
小
性
二
被
召
出

御
近
習
被
仰
付

御
納
戸
役
御
小
性
日
付
被
仰
付

新
知
百
石
､
大
目
付
被
仰
付

御
家
臣
御
減
少
之
節
も
右
之
筋
目
在
故
二
而
御
指
留
二
両
御
役
相
勤

於
江
戸
病
死

⑥
狛
左
源
治
忠
位

(後
孫
左
衛
門

･
退
休
)

宝
永
四
年

正
徳
五
年
正
月
十

一
日

享
保
十
年
四
月
十
日

元
文
元
年
六
月
五
日

同
四
年
三
月
十
八
日

寛
保
二
年
五
月
廿
二
日

同
四
年
七
月
廿

一
日

延
享
二
年
九
月
十
五
日

行
年
八
歳
､
未
御
日
見
不
致
'
幼
虫
故
知
行
御
預
り
'
当
分
拾
人
扶
持
被
成
下
､
御
給
人
並
､
玄
君
御
出

生
ヨ
リ
御
附
勤
倹
処
､
無
間
御
早
世
こ
付
当
殿
様
御
側
江
被
召
出

元
服
被
仰
付
､
御
近
習
､
当
年
出
府
於
江
戸
御
広
間
被
仰
付

御
徒
士
頭
被
仰
付

御
H
付
役
御
倹
約
方
御
勤
方
被
仰
付
'
亡
父
家
督
知
行
百
石
被
成
下

御
倹
約
方
被
仰
付

御
使
番
兼
役
被
仰
付

御
使
番
母
衣
御
免
'
御
留
主
居
兼
役
'
鉄
砲
改
役
被
仰
付

御
判
物
被
成
下

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
H
地
｣
(吉
田
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

宝
暦
六
年
六
月
五
日

同
十

一
年
六
月
四
日

同
十
二
年
四
月
二
日

明
和
二
年
正
月
十

一
日

同
五
年
十

1
月
六
日

同
六
年
二
月
朔
日

御
用
人
格
被
仰
付
､
御
便
香
以
前
之
通
被
仰
付

倖
狛
熊
之
進
出
奔

弟
左
右
馬
儀
嫡
子
仕
度
之
段
奉
願
侯
処
願
之
通
被
仰
付

御
用
人
役
被
仰
付
､
御
使
番
御
赦
免

熊
之
進
御
勘
気
御
赦
免

■

隠
居
被
仰
付
､
狛
左
右
馬
江
家
督
被
成
下

⑦
狛
左
右
馬
忠
明

(辰
次
郎

･
後
孫
左
衛
門
)

宝
暦
十
二
年
九
月
九
日

明
和
二
年
正
月
十

一
日

岡
六
年
二
月
朔
日

同

三
月

同
七
年
十
二
月
朔
日

安
永
元
年
十
月
五
日

同
三
年
九
月
四
日

同
三
年
十

一
月

安
永
六
年
九
月
四
日

同
七
年
四
月
二
十
三
日

同
十
年
六
月
二
日

天
明
二
年
六
月
二
日

同
年
同
月
四
日

初
而
御
日
見
中
上

御
広
間
見
習
被
仰
付

家
督
被
仰
付

御
書
出
被
成
下

御
仰
勤
被
仰
付

於
江
戸
表
'
御
日
付
見
習
被
仰
付

御
徒
士
頭
見
習
被
仰
付

差
出
ス

弟
与
三
右
衛
門
､
横
堀
弁
戒
養
子
被
仰
付

御
日
付
本
役
同
様
二
出
仕
被
仰
付

総
見
院
棟
二
百
回
御
忌
之
節
､
御
由
緒
家
名
之
者
故
御
菓
子
献
上

･
登
山
之
上
頂
戴
被
仰
付

総
見
院
様
御
遠
忌
去
ル
年
被
為
済
卜
錐
御
在
邑
就
'
改
而
御
拝
礼
有
之
'
登
山
御
備
之
御
菓
子
頂
戴
､
於

徳
源
寺
而
名
字
柄
之
者
こ
付
格
式
改
被
仰
付
､
即
日
御
役
人
席
御
取
次
頭
取
被
仰
付

御
徒
士
頭
助
役
､
平
日
御
広
間
勤
､
御
日
付
本
役
同
様

二
心
得
､
御
役
所
江
立
入
被
仰
付



同
年
四
月
七
日

天
明
四
年
九
月
八
日

寛
政
二
年
三
月
朔
日

同
年
十
二
月

岡
六
年
六
月
十
三
日

同
十
三
年
二
月
四
日

文
化
元
年
五
月
二
十
四
日

岡
五
年
六
月

同
十
三
年
正
月
二
十
九
日

御
日
付
本
役
被
仰
付

知
行
之
御
番
出
頂
戴

於
江
府
二
御
用
人
格
被
仰
付

差
出
ス

御
催
番
御
奏
者
御
勤
方
被
仰
付

御
用
人
被
仰
付
､
兼
御
奏
者
御
勤
方
御
取
′
相
勤
申
峡
部

御
奏
者
本
席
被
仰
付

病
気
こ
付
奉
願
通
隠
居
被
仰
付
､
件
江
家
督
被
仰
付
'
隠
居
料
御
戒
米
四
位
頂
赦
被
仰
付

死
去

⑧
狛
左
右
馬
忠
剛

(幼
名
荒
木
平
次
郎

･
後
孫
左
衛
門
)

寛
政
九
年
三
月
朔
日

同
十
年
十

一
月
五
日

享
和
三
年
十

一
月
十
六
日

文
化
三
年
六
月
十
五
日

同
五
年
六
月
二
十
八
日

同
十
年
三
月

同
十

一
年
六
月

同
十
三
年
九
月

文
政
元
年
五
月
十
九
日

同
五
年
十
二
月

岡
七
年
十

一
月
十
七
日

初
而
御
目
見
被
仰
付

外
様
御
中
小
姓
御
雇
被
仰
付
'
御
蔵
米
拾
俵
被
成
下
侯

御
近
習
被
仰
付

四
俵
御
加
俵
披
成
下
侯

家
督
無
相
違
'
知
行
百
石
被
成
下
､
御
馬
廻
席
被
仰
付

御
宙
院
被
成
下

御
小
納
戸
役

御
徒
士
頭
助
役
被
仰
付

御
役
人
格
1
奥
御
日
付
被
仰
付

御
勤
方
被
仰
付

御
日
付
被
仰
付

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
耳
地
｣
(吉
田
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

同
十

一
年

同
十
二
年
三
月

文
政
十
三
年
十

一
月

天
保
三
年
七
月
九
日

⑨
狛
左
馬
之
進
忠
通

(初
名
忠
告
)

文
政
十
三
年
十
二
月
十
五
日

天
保
三
年
九
月
十
五
日

同

十
二
月

1
七
日

同
四
年
三
月

同
五
年
五
月

同
六
年
五
月

天
保
四
年

同
十

l
年
十

一
月
十
八
日

文
久
元
年
正
月

同
二
年
正
月

同
三
年
正
月
三
日

明
治
三
年
十
二
月
三
日

良
心
院
棟
御
初
入
御
道
中
方
御
日
付
御
元
方
相
勤
'
御
供
被
仰
付

御
書
出
被
成
下

御
書
出
被
仰
付

病
死

初
而
御
日
見
被
仰
付

亡
父
孫
左
衛
門
家
督
無
相
違
'
高
百
石
'
御
馬
廻
席
御
広
間
勤
被
仰
付

御
側
勤
被
仰
付

江
府
御
在
府

こ
付
､
御
広
間
勤

御
側
助
侍
請

御
在
府
御
広
間
相
勤

御
書
出
被
成
下

｣

心
得
方
不
宜

こ
付
長
之
御
暇
被
下
侯

帰
参
被
仰
付

御
近
習
席
七
人
扶
持
被
仰
付

奥
方
々
棟
御
在
邑
御
引
移

こ
付
'
宝
積

院様奥
御
許

付
被仰
付

隠
居
被
仰

付'長
男
競

(後
忠
雄
)
家

督相続
被
仰

付

〔出
典
〕
｢正
徳
三
突
巳
年

｢安
永
三
甲
午
年

御
家
中
由
緒
寄

金｣
(柏
原
薄
絶
田
家
文
書
)

御
家
中
由
緒
書

弐
冊
之
内
｣
(同
)

｢慶
応
四
戊
辰
歳
二
月
書
写

狛
家
由
緒
香

狛
忠
通
｣
(姫
路
市
狛
息
久
家
文
書
)



第2表 狛氏の居城跡地

地種 反別 石 高 宛

米高上 田 25歩 1斗

5合 2石内 畑 1畝1歩

1斗3升5合 4斗内 畑屋敷地屋敷地屋敷地屋敷地広 島# 1斗6升7合 4斗1升1斗5升

1斗8升6斗5升5升(出典)注(2)拙稲 ｢中近世移行期のr武士Jと

村落｣より

一
先
次
郎

(=
狛
息
位
)
田
畑
屋
敷

少
々
御
座
候

､
大
西
晴
助
支
配
致
被
居

候
1
大
西
晴
助
親
ハ
郷
右
衛
門
'
枚
平
伊
賀
守
棟
二
両
知
行
弐
百
石
取
居
中

侯
､
平
助
親
ハ
郷
右
衛
門
子
七
郎
右
御
門
と
申
侯
､
郷
右
衛
門
代
こ
浪

人
､
晴
助

･
平
助
ハ
伯
父
甥
也
'

一
皮
こ
浪
人
任
侠
'
清
助
ハ
末
法
花

野
之
内
高
給
石
計
､
平
助
も
右
同
前
也
'
高
持
い
つ
れ
も
帳
付
也
､
無

足
人
二
両
御
座
候
'
平
助
ハ
伊
賀
上
野
早
水
理

右
衛
門
棟
従
弟
こ
て
御

座
候

こ
れ
に
よ
る
と
､
城
跡
は
田
畑
に
な
っ
て
お
-
､
野
日
代
村
に
属
す

｢御
年
貢

高
｣
(
=
検
地
帳
の
石
高
)

一
斗
五
合
の
土
地
と
､
西
法
花
野
村
に
属
す

一
斗

111升
五
合
の
土
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
.
こ
れ
が
'
｢城
田
｣
と

｢内
畑
｣
と
い
う
田
畑
で
1
第
2
表
の

｢上
田
｣
二
五
歩
と
二
番
目

(6
)

の

｢内
畑
｣

1
畝

1
歩
に
あ
た
る
｡
こ
れ
ら
の
土
地
は
'
宝
永
六
年
段
階
で
大
西
清
助
が

｢支
配
｣
し
て
い
る
と
い
う
｡
大
西
清
助
と
は

狛

1
族
の
1
家
で
あ
る
が
､
丹
波
亀
山
城
主
松
平
伊
賀
守
息
周
に
仕
え
知
行
二
百
石
取
の
武
士
で

あ
っ
た
大
西
郷
右
衛
門
の
子
で
､
父
と

と
も
に
浪
人
し
て
束
法
花
野
村
に
居
住
し

(住
所
は
城
垣
内
)､
藤
堂
洋
の
無
足
人
に
な
っ
て
い
る
者
で
あ
っ
た
｡

と
こ
ろ
が
､
元
禄
十
111
(
1
七
〇
〇
)
年
頃
に
な
っ
て
狛
息
成
が

｢城
臼
｣
を
狛

1
族
の
野
村
武
左
衛
門
家
に
十
年
季
で
質
入
れ
し
た
｡

そ
の
後
'
年
季
が
き
て
城
田
は
講
返
さ
れ
ず
質
流
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
｡
そ
こ
で
'
狛

一
族
が
宝
永
七

二

七

一
〇
)
年
に
野
村

武
左
衛
門
へ
城
田
の
請
返
し
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
､
請
返
し
の
条
件
と
し
て

｢孫
左
衛
門
殿
田
畑
之
儀
'
近
年
清
介
へ
支
配
被
致
侯
'

以
来
何
茂
中
間
こ
支
配
被
致
､
孫
左
衛
門
殿
御
為
こ
成
-
申
様
こ
何
茂
被
致
侯
ハ
,
話
題
さ
せ
可
申
｣
と
､
近
年
大
西
晴
介
が

｢支
配
｣

近
世
に
お
け
る
｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣
･
｢本
質
地
｣
(吉
田
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
二
〇

(-
)

し
て
い
る
狛
氏
の
田
畑
を
す
べ
て

｢中
間
｣
で

｢支
配
｣
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
｡
こ
の
た
め
'
狛
氏
の
土
地
は
大
西
清
助
の

｢支
配
｣

を
離
れ
､
狛

一
族
で
詩
作
し
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
｡

(8
)

次
に
掲
げ
る
の
は
'
中
間
支
配
の
議
定
書
で
あ
る
｡

[史
料
2
]

党

一
年
貢
米
御
上
納
指
引
残
米
余
-
直
段
二
両
当
番
へ
話
込
申
侯
付
着
､
翌
年
二
月
中
こ
算
用
互
こ
可
被
成
侯
､
二
月
過
侯
ハ
､
拾

･
月
AQ
之
利
足
月
壱
割
五
歩
宛
出
シ
算
用
可
被
成
侯
'
定
番
如
此
供
､
以
上

中

間

す
な
わ
ち
､
狛
氏
の
土
地
か
ら
の
収
穫
米

(年
貢
米
)
で
領
主
へ
の
御
上
納
=
年
貢
を
支
払
っ
た
後
､
中
間
内
の
年
番
が
残
り
米
を
銀
に

換
え
て
預
か
り
､
そ
こ
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
に
算
用
す
る
こ
と
､
も
し
算
用
に
滞
っ
た
場
合
は
'
十
月
か
ら
の
利
子
を
加
え
て
算
用
す
る

こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
｡

そ
こ
で
､
中
間
支
配
に
な
っ
た
初
年
度
の
正
徳
四

二

七

一
四
)
年
分
の
算
用
を
み
て
お
き
た
い
｡
第
3
表
は
正
徳
四

(
一
七

一
四
)

年
度
の
算
用
を
表
し
て
い
る
｡
狛
氏
の
名
義
地
は
'
善
助

･
六
兵
衛

･
寿
貞

･
助
八
郎
の
四
人
が
下
作
し
て
い
る
｡
こ
の
内
'
善
助
の
下

作
地
で
あ
る
城
田

(二
石
)

･
内
畑

(四
斗
)

･
屋
敷

(
一
斗
)

･
広
畠

(六
斗
五
升
)
の
合
計
宛
米
三
石
一
斗
五
升
に
つ
い
て
み
る
と
'

当
該
年
度
は
広
島
の
収
穫
が
皆
無
で
あ
る
の
と
'
不
作
引
分
が
一
石
一
斗
五
升
あ
る
た
め
'
残
り

一
石
三
斗
五
升
'
銀
に
し
て
二
一
三
匁

五
分
七
厘
が
中
間
に
納
め
ら
れ
る
年
貢

(小
作
米
)
と
な
る
｡
同
様
に
し
て
､
他
の
三
人
か
ら
の
年
貢
を
合
計
す
る
と
､
二
六
八
匁
四
分

一
厘
で
あ
る
｡
そ
こ
か
ら
'
正
徳
四
年
度
の
必
要
経
費
を
差
し
引
く
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
内
訳
は
'
狛
氏
の
墓
参
代

一
匁
'
狛
氏
の
氏
神

で
あ
る
弁
財
天
の
寄
合
入
用
八
匁
三
分
と
'
藤
堂
洋
へ
の
年
貢
と
し
て
野
日
代
村
庄
屋
善
右
衛
門
へ
渡
し
た
二
三
匁
八
分
と
'
西
法
花
野



第3表 正徳4年度狛殿年貢の算用

収入 醤助分 城田 2石

内畑 4

斗屋敷

1斗広自 足ハ当

年皆無六兵衛 屋敷 1斗5升 (代15

匁6分)寿

貞 屋敷 1斗同 8升 内3升当

引薮 5升助八郎 内畑 4斗 内3

斗5升当午ノ不作残5升

(代7匁9分1度)内5分まけ申

快様こと被越中侯故引年式取方

合計 268匁4分1厘 A支

也 1匁 墓参幸助ニ渡す8匁3分 弁才天寄合入用 (

酒1升 .豆腐3丁源七へ渡す)23匁8分

沓右南門ニ渡=野日代村への年貢15匁9分 金兵

衛門ニ渡=西法花野村への年fi-716匁4分9厘 正位4年4月大

西平右衛門股かし77匁4

分 利息支出合計 842匁8分9厘 B

B-A 574匁4分8厘 平石衛門ひかえ(出典)正徳4年4月｢狛殿分田畑指引党｣( 小林･狛E-1)

村
庄
屋
金
兵
衛

に
渡
し
た

一
五
匁
九

分
を
差
し
引
き
､
二
一
九
匁
四
分

一

厘
が
残
銀
と
な
る
｡
し
か
し
'
正
徳

四
年
四
月
迄
の
時
点
で
大
西
平
右
衛

門
が
七

一
六
匁
四
分
九
厘
立
替
え
て

い
る
た
め
'
そ
れ
に
利
息

一
〇
パ
ー

セ
ン
ト
を
加
え
た
元
利
七
九
三
匁
八

分
九
厘
に
､
当
年
度
の
残
額
二

一
九

匁
四
分

一
厘
を
充
填
す
る
と
､
差
し

引
き

(第
3
表
B
I
A
)
五
七
四
匁

四
分
八
厘
を
依
然
と
し
て
大
西
家
が

立
替
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡

以
下
同
様
に

し
て
算
用
を
続
け
た

結
果
､
大
西
家
へ
の
借
金
は
､
正
徳

五

二

七

一
五
)
年
度
に
は
三
五
五
匁
八
分
三
厘
､
享
保
元

(
一
七

一
六
)
年
に
は

一
八
五
匁
五
分
五
厘
と
減
り
､
享
保
二
年
度
に
は
皆

済
す
る
こ
と
が
で
き
た
.
そ
し
て
､
享
保
四
年
正
月
二
六
日
付
で

｢成
年
狛
孫
左
衛
門
殿
田
畑
算
用
､
連
中
立
会
相
違
無
御
座
候
｣
と
年

番
野
村
武
左
衛
門
の
も
と
で
算
用
が
完
了
し
た
と
き
に
は
'

一
〇
五
匁
七
分
五
厘
の
過
上
銀
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
過
上
銀
の
内
'

(9
)

七

一
匁
七
分
は
大
西
平
右
衛
門
に
よ
っ
て
相
原
の
狛
息
位
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た

｡

ま
た
､
享
保
六

(
一
七
二
一
)
年
度
の
算
用
帳
に
は
､

近
世
に



史
料
虎
研
究
紀
要

第
二
八
号

1二
二

翌
七
年
三
月
付
で

｢丑
年
算
用
立
会
相
違
無
御
座
候
｣
と
し
て
'
年
番
の
松
井
源
七
を
筆
頭
に
同
介
八
郎

･
野
村
伊
左
衛
門

･
同
重
郎
兵

衛

･
大
西
平
右
衛
門

･
今
中
忠
兵
衛

･
小
林
字
兵
衛

･
平
井
仁
兵
衛
の
連
署
で
狛
孫
左
衛
門
様
宛
の
奥
書
き
が
あ
る
｡
こ
う
し
て
送
ら
れ

(10
)

た
銀
と
帳
面
を
受
け
取
っ
た
狛
氏
か
ら
は
､
次
の
よ
う
な
書
状
と
請
取
状
が
送
ら
れ
て
き
た
｡

[史
料
3
]

講
取
申
銀
子
之
事

合
新
銀
五
拾
九
匁
八
分
五
厘
也

右
者
子
ノ
年
城
田
畑
年
貢
指
引
之
残
銀
憶
請
取
申
処
如
件

辛
丑
八
月
九
日

狛
孫
左
衛
門
⑳

小
林
宇
兵
衛
殿

[史
料
4
]

(前
略
)
然
者
去
年
分
物
成
銀
御
算
用
被
成
御
越
､
委
細
帳
面
之
趣
待
井
意
'
被
入
御
念
侯
義
御
世
話
之
段
恭
存
侯
'
且
又
新
銀
五

拾
九
匁
八
分
五
度
御
越
､
是
又
憶
致
落
手
侯
'
従
此
方
者
何
角
取
紛
､
久
々
以
書
状
不
申
入
､
御
無
音
再
々
打
過
申
侯
､
毎
々
御
世

話
之
段
恭
御
事
御
座
候
､
猶
重
而
可
得
御
意
侯
'
恐
憧
謹
言

[史
料
3
]
は
､
享
保
五
年
度
の
過
上
級
五
九
匁
八
分
五
厘
を
'
狛
息
位
が
年
番
の
小
林
宇
兵
衛
か
ら
受
け
取
っ
た
際
に
認
め
た
も
の
で
'

[史
料
4
]
は
小
林
字
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
狛

一
族
=

｢中
間
｣
に
あ
て
て
'
算
用
帳
と
過
上
銀
を
受
領
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
書
状

で
あ
る
｡
こ
の
時
狛
息
位
は
二
十
歳
前
後
の
若
年
で
'
い
ま
だ
家
督
を
相
続
も
で
き
な
い
ま
ま
'
扶
持
を
受
け
る
身
分
で
あ
っ
た
｡
書
面

に

｢此
方
者
何
角
取
紛
､
久
々
以
書
状
不
申
人
'
御
無
音
再
々
打
過
申
侯
｣
と
あ
る
よ
う
に
､
狛

1
族
へ
の
書
状
は
久
し
く
認
め
ら
れ
て(〓
)

い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
つ
ま
り
､
狛
氏
は
上
狛
村
の
城
跡
に
つ
い
て
は
大
西
氏
を
は
じ
め
と
す
る
狛

一
族
に
任
せ
て
い
た
の
で
あ
る

｡



3
.
狛
連
中
か
ら
の
除
名

と
こ
ろ
が
､
こ
の
頃
か
ら
上
狛
村
の
年
貢
算
用
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
た
｡
次
の
番
状
は
､
享
保
九

(
一
七
二
四
)
年
十

二
月
二
日
に
母
方
の
伯
父
に
あ
た
る
飯
田
半
兵
衛
正
福
が
江
戸
出
府
中
の
狛
息
位
に
か
わ
っ
て
'
狛

一
族
内
の
松
井
助
八
の
不
正
を
糾
弾

(_2
)

す
る
た
め
に
狛
連
中
に
送
っ
た
書
状
で
あ
る
｡

[史
料
5
]

追
両
得
御
意
侯
､
助
八
殿
御
手
前
三
四
年
以
来
未
進
､
又
者
入
札
之
銀
子
干
今
持
明
不
申
侯
由
､
致
如
何
御
延
引
之
串
二
快
哉
'
柾

相
心
得
不
持
千
万
成
儀
卜
存
侯
'
元
利
共
ニ
ハ
凡
弐
百
日
余
程
兄
へ
申
侯
'
年
内
二
兎
元
江
被
指
趨
侯
者
､
江
戸
へ
年
内
こ
到
着
申

様
二
下
し
申
皮
侯

こ
れ
に
よ
る
と
､
狛
連
中
の
一
人
松
井
助
八
郎
は
詩
作
地
の
年
貢
を
三
'
四
年
来
未
進
し
っ
づ
け
て
い
た
上
'
作
徳
米
の
入
札
代
銀
を
納

め
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
｡
そ
の
後
享
保
十
三

二

七
二
八
)
年
に
な
っ
て
も
助
八
郎
の
未
進
が
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
'
狛
息
位
は

上
狛
村
に
家
臣
の
足
立
二
郎
左
衛
門
を
派
遣
し
､
糾
弾
す
る
こ
と
に
し
た
｡
そ
の
こ
と
を
狛
連
中

(小
林
宇
兵
衛

･
平
井
見
竜

･
野
村
重

(t3
)

郎
兵
衛

･
野
村
文
右
衛
門

･
大
西
平
右
衛
門

･
松
井
助
八
郎

･
松
井
源
七
)
に
伝
え
た
昏
状
が
'
次
の
史
料
で
あ
る
｡

[史
料
6
]
一
此
度
二
郎
左
衛
円
通
候
俵
､
外
之
用
事
こ
て
者
無
之
､
近
年
井
元
作
方
勘
定
日
録
久
々
不
承
侯
'
殊
こ
助
八
殿
来
遊
も
如
何
成
侯

裁
､
打
絶
様
子
不
承
二
付
'
其
段
承
皮
二
付
差
遣
侯
'
委
細
勘
定
日
録
御
見
七
可
被
下
侯
､
井
松
井
氏
来
遊
も
御
取
立
御
見
せ
可

被
下
侯
t
か
様
こ
段
々
不
持
こ
罷
成
候
而
ハ
何
共
気
之
蕃
千
万
二
存
侯
､
二
郎
左
衛
門
へ
も
委
細
申
含
峡
間
､
宜
御
相
談
可
坂
下

侯
､
再
度
二
郎
左
衛
円
通
侯
も
彼
是
物
人
等
有
之
迷
惑
千
万
二
存
侯
､
此
度
如
何
様
共
急
皮
御
取
立
'
目
録
等
御
済
侯
様
こ
頼
入

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
文
地
｣
(岩
田
)



史
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侯
､
委
細
ハ
二
郎
左
衛
門
へ
御
聞
可
被
下
候

こ
こ
か
ら
､
狛
連
中
は
松
井
助
八
郎
の
未
進
の
取
り
立
て
を
怠

っ
て
い
る
ば
か
り
か
'
柏
原
に
勘
定
日
録
を
送
付
し
て
･い
な
い
こ
と
が
わ

か
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
､
狛
連
中
か
ら
は

｢近
年
勘
定
目
録
掛
御
日
侯
様

二
被
仰
聞
御
尤
こ
御
座
候
､
近
年

ハ
日
損
こ
付
不
作
仕
侯
改
作

(14
)

徳
米
無
之
勇
以
勘
定
日
録
遣
不
申
､
当
年
年
貢
米
等
差
引
仕
'
来
春
早
々

一
所
こ
勘
定
目
録
可
入
御
覧
侯
｣
と

返
答
し
て
い
る
が
､
狛
連

中
に
よ
る

｢支
配
｣
が
順
調
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
を
窺
わ
せ
る
や
り
と
り
で
あ
る
｡

こ
う
し
て
､
柏
原
か
ら
享
保
十
三
年
八
月
に
足
立
次
郎
左
衛
門
が
上
狛
村
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
｡
二
郎
左
衛
門
は

｢助
八
方

へ
御
出
'

(マ
マ)

段
々
御
対
談
被
成
候
得
共
不
持
こ
付
'
連
中

へ
相
談
之
上
当
村
役
人
浅
田
金
兵
衛
方

へ
御
出
侯
得
共
､
左
巳
之
義
茂
無
御
座
候
こ
付
､
古

(15
)

市
役
所

へ
御
断
被
成
侯
｣
と
'
助
八
郎
に
掛
け
合

っ
た
も
の
の
将
が
開
か
ず
､
西
法
花
野
村
庄
屋
の
浅
田
金
兵
衛
に
訴
え
て
も
効
果
が
上

(16
)

が
ら
な
い
た
め
､
藤
堂
洋
の
古
市
役
所
に
出
訴
し
た
｡
次
に
掲
げ
る
の
は
､
次
郎
左
衛
門
の
訴
状
で
あ
る
｡

[史
料
7
]

乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
仕
侯

丹
州
相
原
織
田
出
雲
守
内

狛
孫
左
衛
門
代

足
立
次
郎
左
衛
門
下
申
者
こ
御
座
候

一
御
領
下
之
内
狛
郷
二
狛
孫
左
衛
門
由
緒
御
座
候
而
田
畑
少
々
所
持
任
侠
内
'
御
領
下
西
法
花
野
村
入
字
城
畑
と
申
所
'
同
村
助
八

郎
と
申
者
こ
下
作
こ
預
ケ
置
侯

鹿年

々

来
遊
仕､
其
上

人
年

以前
丑

年田
畑
作
徳

米
入

札
こ
而
助
八
郎
方
江

買
取
､
此
代
銀
弐
百

四
拾
五
匁
三
分
三
リ
ン
少
も
相

渡
シ

不

申
侯
二附
'
私

儀

丹
州AQ
年々
罷
越
銀

子
井

城
畑

相
渡
し
侯
様

こ
催
促
仕

候
得
共
､
何

角
与
不
持
申
相
延
埼
明
不
申
候
こ
附
'

此
度
罷
趨
右
預
ケ
置
侯
銀
子

･
城
畑
相
渡
し
候
様
二
申
侯
得
者
'
我
侭
申
相
渡
不
申
､
無



(マ
マ)

是
悲
御
願
中
上
侯
御
串

1
寅
年
助
八
郎
方
江
買
取
仮
作
徳
米
代
銀
井
近
年
来
進
米
代
銀
之
算
用
書
､
介
八
郎
方
AQ
取
置
侯
手
形
之
写
弐
通
'
別
紙

こ
指
上

ケ
申
侯
御
事

(マ
マ)

･
一
田
畑
支
配
致
侯
連
中
狛
村
御
領
下
之
内

こ
御
座
候
､
乍
恐
被
召
寄
御
尋
被
遊
被
下
侯

ハ
､
､
明
細

こ
相
知
レ
申
侯
､
介
八
郎

方
AQ
不
持

二
両
銀
子
相
立
不
申
慎

二
付
'
孫
左
衛
門
狛
村

二
両
他
借
銀
御
座
候
虚
'
利
足
等
相
積
葬
以
錐
先
千
万

二
審
存
候
御

事
右
之
通
少
茂
相
違
無
御
座
候
所

こ
､
年
々
我
侭
申
不
持
延
引
任
侠

こ
附
'
遠
方
JQ
度
々
罷
越
催
促
仕
迷
惑
千
万

二
番
存
候
両
､
此

度
無
是
非
御
訴
訟
中
上
候
､
被
為
聞
召
分
介
八
郎
被
為
召
出
城
畑
井
作
徳
米
代
銀
来
遊
銀
'
右
三

品

相
渡
候
梯
こ
被
為
仰
付
被
下
侯

ハ
,
難
在
可
奉
存
候
､
以
上

享
保
十
三
年
中
ノ
八
月

狛
孫
左
衛
門
代

足
立
次
郎
左
衛
門
回

古
市
御
役
所

梶
尾
源
左
衛
門
様

す
な
わ
ち
'
助
八
郎
の
未
進
級
､
作
徳
米
入
札
代
銀
と
'
助
八
郎
に
下
作
さ
せ
て
い
た
城
畑
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
の
で
あ

る
｡
こ
の
結
果
古
市
役
所
は
､
未
進
銀
と
入
札
代
銀
の
取
立
願
い
は
却
下
し
た
も
の
の
､
助
八
郎
に
城
畑
の
返
却
を
申
し
渡
し
た
｡

八
月
二
九
日
に
柏
原

へ
帰
着
し
た
次
郎
左
衛
門
の
報
告
を
受
け
て
､
九
月
二
日
付
で
狛
息
位
が
狛
連
中
に
送

っ
て
き
た
沓
状
で
は
'

｢未
進
銀
之
儀
者
無
是
非
侯

へ
共
､
･入
札
家
督
米
引
取
共
通
こ
致
候
儀
'
何
共
乍
気
之
毒
古
市
AQ
御
取
上
ケ
無
之
段

(中
略
)
助
八
方
AQ

(_7
)

請
取
候
田
地
此
度
善
助
江
預
候
由
､
二
郎
左
衛
門
何
茂
様
御
相
談
申
侯
由
致
物
語
侯
､
弥
啓
介

へ
御
預
可
被
下
侯
｣
と
､
城
畑
を
善
介
に

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣
･
｢本
芯
地
｣
(書
EE
)

1
二
五



史
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〓

1六

.預
け
替
え
る
こ
と
に
し
た
｡
さ
ら
に
助
八
郎
の
処
遇
に
つ
い
て
狛
連
中
は

｢助
八
郎
義
兼
而
御
存
知
之
通
不
持
仁
こ
而
御
座
候
二
付

(中

(18
)

略
)
狛
御
連
中
除
申
様
｣
と
中
間
か
ら
の
除
名
を
求
め
た
｡
こ
れ
を
請
け
､
狛
忠
位
は
助
八
郎
に

｢自
今
何
事
茂
相
頼
不
申
侯
間
､
連
中

(19
)

へ
御
加
り
侯
事
御
無
用
二
致
侯
｣
と
通
告
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
助
八
郎
は
､
上
狛
村
に
残
さ
れ
た
狛
氏
の
土
地
支
配
に
関
与

(刀
)

で
き
な
く
な
っ
た
ば
か
り
で
な
-
'
｢助
八
方
江
毎
年
袋
初
与
申
由
こ
て
米
五
升
宛
取
候
由
'
向
後
ハ
少
も
御
渡
被
下
問
敷
侯

｣

と

助
八

が
狛
連
中
か
ら
受
け
取
っ
て
い
た

｢袋
初
｣
の
米
五
升
の
支
給
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
こ
れ
は
'
毎
年
正
月
十

一
日
に
旧
狛
野
荘

の
氏
神
で
あ
る
桧
尾
神
社
と
御
霊
社
の
神
事
と
し
て
行
わ
れ
る

｢御
田
植
苗
代
之
米
袋
始
｣
と
い
う
儀
式
に
お
い
て
､
初
穂
の
米
を
最
初

に
北
荘
の
椿
井
氏
と
南
荘
の
狛
氏
が
納
め
る
こ
と
を
い
う
｡
と
こ
ろ
が
､
西
法
花
野
村
の
狛
家
が
逼
塞
し
た
た
め
､
そ
の
後
は
松
井
助
八

(21
)

郎
家
が
そ
の
代
わ
り
を
勤
め
て
き
た

｡

そ
れ
を
今
後
停
止
す
る
と
い
う
決
定
で
あ
る
｡
こ
う
し
て
松
井
助
八
郎
は
狛
連
中
を
除
名
さ
れ
た
｡

以
後
､
狛
忠
位
か
ら
出
さ
れ
る
書
状
の
宛
て
先
に
､
松
井
助
八
郎
の
名
は
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
｡

4
.
城
跡
の
売
却

狛
氏
は
'
上
狛
村
の
城
跡
か
ら
の
作
徳
米
以
外
に
'
狛
連
中
に
銀
子
の
用
立
て
を
無
心
し
て
い
た
｡
享
保
十
五

二

七
三
〇
)
年
頃
と

推
定
さ
れ
る
書
状
で
は
'
｢其
元
こ
て
御
物
語
中
人
侯
銀
子
御
才
覚
之
儀
'
何
と
そ
御
相
談
被
下
侯
哉
､
何
と
そ
五
百
日
御
才
覚
被
下
侯

へ
者
大
慶
存
侯

(中
略
)
右
之
通
才
覚
成
候
へ
者
拙
者
為
殊
外
能
御
座
候
故
､
御
頼
中
人
焼
串
こ
御
座
候
'
去
年
も
中
人
侯
へ
共
難
成
段

(22
)

御
尤
存
侯
'
併
此
度
ハ
拙
者
直
対
こ
御
頼
中
人
侯
虚
ヲ
思
召
侯
両
､
御
相
談
御
は
た
ら
き
被
下
侯
ハ
､
千
万
可
恭
侯
｣
(ル
ビ
は
筆
者
注
)
と

直
々
の
願
い
ゆ
え
聞
き
届
け
る
よ
う
に
狛
連
中
に
無
心
し
た
｡
し
か
し
'
か
な
わ
な
か
っ
た
と
み
え
て
翌
年
正
月
に
再
度

｢拙
者
為
ヲ
思

召
被
下
侯
事
こ
侯
へ
者
'
御
如
在
ハ
有
之
間
数
侯
へ
共
､
尚
更
拙
者
ヲ
思
召
侯
ハ
､
随
分
-

と
は
た
ら
き
'
何
と
そ
才
覚
成
次
第
こ
御

3楓
E

勉
頼
人
侯

｣

と

申
し
入
れ
て
い
る
｡
そ
の
際
の
論
理
は
'

1
現
し
て

｢拙
者
為
｣
で
あ
る
｡
こ
れ
は
'
家
臣
な
ら
主
人
を
思
う
べ
き
で
あ



第4表 狛連中による立替銀の推移 (単位は匁)

大西平石街門 小林宇兵衛 野村伊左衛門 松井源七 野村重郎兵

衛 合 計享保9 58.68 77.88 77.88 18.88

- 233.32p10 97.58 97.58 84.29 2

2.48 23.99 325.68ll 146.79 115.14 9

9.46 32.97 2畠.26 422.6212 173.07 1

37.59 104.82 39.4 33.72 448.613 2032 162.36 ･123.69 46.46 39.79 575.05

14 248.99 192,88 178_2 61.83 95.71 7

47.6115 320.32 247.25 228.3 79.68 123,

53 998.117 331.86 256.76 235.64 96.84

127.98 1035.6618 350.87 272.58 251.03 1

03.07 146.18 1123.7319 440.12 341.91 31

2.53 129.29 183.36 1225.4320 470.18 365.

65 297.55 138.27 196.09 1333.69元文2 523.19 406.88 374.28 153.86 218.02 157

6.233 522.43 421.23 384.7 160
.
3231
.
341619
.
21

459 7
.
7481
.
9144032183
.
3 9264

.
661977

.
99
(出典)享

保
15

年2
月朔

日
｢狛

殿江控銀年
々
算用帳｣(小林

･

狛
E4
)

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
文
地
｣
(吉
田
)

る

と

い

う

主

従

意

識

の

強

要

で

あ

っ

た

｡

･

し

か

し

'

こ

の

無

心

は

聞

き

届

け

ら

れ

な

か

っ

た

｡

一

方

､

城

跡

の

年

貢

算

用

も

､

先

に

指

摘

し

た

享

保

九

(

一

七

二

四

)

年

の

書

状

で

狛

忠

位

が

城

跡

年

貢

の

勘

定

日

録

の

送

付

を

狛

連

中

に

求

め

て

い

る

よ

う

に

､

円

滑

に

進

ん

で

い

な

か

っ

た

｡

狛

連

中

の

井

用

帳

を

み

る

と

､

享

保

八

年

十

二

月

時

点

で

狛

連

中

の

｢

ひ

か

え

鋭

｣

(

=
立

替

え
銀

)

額

が

二

四

一

匁

二

分

二

厘

存

在

す

る

こ

と

が

確

認

で

き

る

｡

こ

れ

は

｢

柏

原

へ

ひ

か

へ

近

し

申

候

銀

之

内

へ

入

引

｣

と

し

て

定

式

の

算

用

と

は

別

に

扱

わ

れ

た

が

､

享

保

九

年

度

以

降

第

4衣
に

み

る

よ

う

に

年

々

累

積

し

て

い

-

｡

こ

の

よ

う

な

累

積

が

生

じ

た

の

は

'

享

保

八

年

一

二

月

五

日

に

'

大

西

平

右

衛

門

･

小

林

宇

兵

衛

･

野

村

伊

左

術

門

が
立

替

え

た

各

六

六

匁

'

松

井

源

七

の

〓

ハ

匁

に

､

年

利

一

八

パ

ー

セ

ン

ト

と

い

う

高

利

が

上

乗

せ

さ



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

1
二
八

厘
に
及
ん
で
い
る
｡
さ
ら
に

一
五
匁
六
分
二
厘
の
残
額
も
'
野
村
重
郎
兵
衛
の
立
替
え
分
の
返
済
に
宛
て
ら
れ
た
｡
こ
う
し
て
わ
ず
か
な

が
ら
生
じ
る
余
剰
銀
は
翌

一
〇
年
度
以
降
も
す
べ
て
狛
連
中
の
立
替
え
銀
返
済
に
宛
て
ら
れ
'
柏
原
へ
の
送
金
は
み
ら
れ
な
く
な
る
｡
こ

の
結
果
'
元
文
四
年
に
は
五
人
の
立
替
え
稔
額
が

一
貢
九
七
七
文
九
分
九
厘
と
い
う
額
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
｡

そ
こ
で
'
狛
息
位
は
借
金
の
返
済
に
城
跡
の
売
却
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
｡
次
の
史
料
は
'
狛
息
位
が
城
跡
の
売
却
を
決
意
し
た
こ
と

(24
)

を
狛
連
中
に
伝
え
た
､
寛
保
三

(
一
七
四
三
)
年
三
月

一
六
日
付
の
書
状
で
あ
る

｡

[史
料
8
]
一
先
年
銀
子
入
用
こ
付
御
世
話
之
儀
中
人
候
処
'
城
田
畑
質
入
こ
被
成
御
才
覚
被
下
侯
虚
'
其
以
後
不
作
打
続
作
徳
米
二
両
ハ
利
足

も
上
り
不
申
'
年
々
元
利
積
-
'
去
暮
銀
高
〆
弐
貫
目
余
こ
罷
成
侯
'
以
中
々
作
徳
米
こ
て
ハ
利
上
ケ
難
及
こ
付
､
銀
主
A
Q近

年
段
々
催
促
致
侯
へ
共
御
言
延
置
被
下
､
去
暮
ハ
是
非
-

埼
明
候
様
二
被
申
侯
こ
付
､
御
連
中
数
度
御
寄
合
被
成
色
々
御
相
談

被
成
侯
処
､
城
田
拾
年
切
こ
′
銀
主
江
御
渡
御
詫
可
被
成
与
思
召
侯
へ
共

(中
略
)
各
々
様
御
了
簡
之
通
り
旧
城
売
払
侯
等
こ

被
成
可
被
下
候
'
則
証
文
進
候
間
幾
重
こ
も
宜
御
相
談
御
取
計
可
被
下
侯
､
何
も
拙
者
為
思
召
御
相
談
被
下
侯
儀
､
兎
角
御
了
簡

ニ
ハ
も
れ
申
開
敷
侯

(中
略
)
昔
ヲ
御
忘
不
被
成
今
二
重
御
捨
不
被
成
侯
趣
敦
感
涙
侯

(後
略
'
ル
ビ
筆
者
注
)

冒
頭
で
'
先
年
城
田
畑
を
質
入
し
て
銀
子
を
調
達
し
た
と
い
っ
て
い
る
の
は
､
享
保
八

(
一
七
二
三
)
年
十
二
月
五
日
付
で
狛
連
中
が
立

替
え
た
二
一
四
匁
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
後
､
作
徳
米
で
は
利
息
も
返
済
で
き
ず
､
寛
保
二

二

七
四
二
)
年
暮
れ
に

は
元
利
合
せ
て
二
某
日
に
も
及
ん
で
い
た
と
い
う
事
態
も
､
第
4
表
の
趨
勢
に
合
敦
す
る
｡
と
す
る
と
'
狛
連
中
が

｢段
々
催
促
致
侯
へ

共
御
言
延
置
被
下
｣
て
い
る
銀
主
と
は
'
実
は
狛
連
中
自
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
よ
う
な
実
態
を
把
握
し
て
い
な
い
狛
氏
は
､
狛

連
中
が

｢拙
者
為
思
召
｣
し
た
と
信
じ
､
｢昔
ヲ
御
忘
不
被
成
｣
と
狛
連
中
の
忠
節
に
感
涙
し
'
い
つ
の
日
か
講
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と

(25
)

の
望
み
を
も
ち
つ
つ
､
城
跡
の
売
却
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
書
状
と
と
も
に
'
同
日
付
で
次
の
証
文
が
送
ら
れ
た

｡



[史
料
9
]

党

一
城
田
質
入
二
而
先
年
銀
子
借
用
申
侯
得
共
､
年
々
利
足
相
滞
申
侯
而
気
之
毒
存
候
'
依
之
今
度
城
田
御
売
払
御
済
可
被
下
侯
'
尤

御
弘
之
節
各
御
印
形
こ
而
御
売
払
可
被
下
侯
'
為
其
此

1
札
御
連
中
江
永
々
相
渡
申
侯
'
似
而
為
後
日
証
文
如
件

寛
保
三
突
亥
年
三
月
十
六
日

狛
孫
左
衛
門
⑳

野
村
武
左
衛
門
殿

野
村
重
右
衛
門
殿

小
林
宇
兵
衛
殿

松
井
金
十
郎
殿

大
西
兵
蔵
殿

こ
れ
は
､
狛
連
中
が
つ
-
つ
た
ひ
な
形
に
し
た
が
っ
て
書
か
れ
た
証
文
で
あ
る
｡
こ
こ
に
は

｢年
々
利
足
相
浦
申
侯
而
気
之
確
存
候
｣
と
'

狛
連
中
が
銀
主
で
あ
る
と
も
受
け
取
れ
る
あ
い
ま
い
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
｡
結
局
､
延
字
元

二

七
四
四
)
年
十
二
月
十
五
日
付
で
高

(26
)

1
斗
五
合
の
城
田
は
林
村
武
右
衛
門
に
一
年
期
､
銀
子
二
貿
三
〇
〇
日
で
売
却
さ
れ
た
.
同
時
に
､
狛
連
中
が
城
田
を
宛
米
二
石
で
下
作

APJ7)

す
る
証
文
も
入
れ
ら
れ
た

｡

但
し
'
下
作
の
年
季
は

1
0
年
と
な
っ
て
お
り
'

1
年
期
で
の
受
け
返
し
を
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
.
狛
連
中
は
'
城
田
の
売
却
代
銀
か
ら
売
却
に
あ
た
っ
て
開
い
た
寄
合
代
銀
と
半
紙
代
を
差
し
引
い
て
'
二
H

l
四
匁
五
分
五

厘
を
立
替
え
銀
の
返
済
に
充
当
し
よ
う
と
し
た
｡
と
こ
ろ
が
'
立
替
え
銀
は
野
村
韮
右
術
門
=
二
七

1
匁
八
分
五
厘
､
松
井
源
七
=

1
七

九
匁
七
分
三
厘
､
大
西
兵
蔵
-
六

一
四
匁
八
分
六
厘
､
野
村
武
左
衛
門
=
四
九
四
匁
九
分
五
厘
､
小
林
宇
兵
衛
=
四
九
四
匁
九
分
五
厘
に

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
芯
地
｣
(吉
E
:)

】
二
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
三
〇

及
ん
で
お
り
'
売
却
代
銀
を
も
っ
て
し
て
も
三
四
〇
匁
二
分
七
厘
不
足
し
た
｡
そ
こ
で
'
翌
延
享
二
年
十
二
月
十
二
日
'
内
畑
高

一
斗
六

升
七
合
を
銀
子
六
〇
〇
日
で
井
上
伊
兵
衛
に
譲
り
渡
し
､
不
足
銀
に

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
息
を
上
乗
せ
し
た
三
八
五
匁
五
分
九
厘
を
よ

(訪
)

う
や
く
清
算
し
た
の
で
あ
る

｡

以
上
､
狛
氏
が
上
狛
村
に
残
し
た
土
地
の

｢支
配
｣
を
検
討
し
て
き
た
が
､
そ
こ
か
ら
窺
え
る
の
は

｢狛
氏
御
為
｣
と
い
う
主
従
関
係

を
外
皮
と
す
る
､
狛
連
中
の
利
欲
と
､
狛
氏
に
よ
る
旧
臣
へ
の
吸
着
で
あ
る
｡
は
じ
め
大
西
家
に
預
け
ら
れ
て
い
た
狛
氏
の
土
地
を
､
す

べ
て
仲
間
支
配
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
の
裏
に
は
'
土
地
か
ら
の
収
益
を
仲
間
全
体
の
利
益
に
し
よ
う
と
い
う
目
算
が
あ
っ
た
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
｡
狛
氏
か
ら
の
金
の
無
心
に
答
え
る
た
め
と
は
い
え
､
狛
氏
へ
の
用
立
銀
に
年
利

一
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
利
を
設
け
る

こ
と
は
､
決
し
て
狛
氏
の
い
う

｢拙
者
為
｣
な
ど
と
い
う
要
求
に
応
え
る
行
為
で
は
な
か
っ
た
｡

他
方
狛
氏
も
､
織
田
家
か
ら
の
給
分
で
は
存
続
困
難
な
家
計
を
抱
え
'
そ
の
財
政
援
助
を
求
め
て
本
貫
地
と
旧
臣
と
の
古
い
主
従
関
係

を
頼
り
と
し
て
吸
着
し
て
き
た
｡
し
か
し
'
そ
こ
で
の
狛
連
中
の
対
応
は
高
利
を
付
し
た
貸
借
関
係
で
あ
っ
た
｡
そ
の
結
果
､
本
貴
地
に

唯

一
残
さ
れ
た
不
動
産
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
と
は
い
え
狛
連
中
も
､
在
地
に
お
い
て
絶
田
信
長
に
仕
え
た
由
緒
を
持
つ
国

人
領
主
狛
氏
の
旧
臣
で
あ
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
の
社
会
的
地
位
を
保
持
す
る
根
拠
と
し
て
い
た
｡
そ
の
た
め
決
し
て
狛
氏
と
の
緑
を
断
ち

切
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

5
.
東
大
寺
観
書
院
寺
本

次
に
'
狛
家
が
代
々
保
持
し
て
き
た
奈
良
東
大
寺
塔
頭
観
音
院
の
寺
本
を
め
ぐ
る
確
執
を
検
討
し
て
い
く
｡
寺
本
と
は
'
寺
院
の
住
持

や
弟
子
を
輩
出
す
る
特
定
の
家
筋
の
こ
と
で
､
奈
良
の
寺
院
で
は
中
世
以
来
多
-
み
ら
れ
た
と
い
う
｡
公
家
や
名
主
屑
の
家
が
'
自
ら
の

(?.I)

子
息
を
寺
に
送
り
こ
み
､
寺
領
や
什
物
な
ど
の
財
産
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
の
で
あ
る

｡



狛
家
と
観
音
院
と
の
関
係
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
'
天
正
五

(
一
五
七
七
)
年
に
綴
田
信
長
か
ら
う
け
た

B組
n

知
行
方
目
録
に
も
'
南
都
尊
宗
院

･
紋
音
院
と
し
て
五
五
石
余
が
扶
持
さ
れ
て
い
た
｡

ま
た
究
文
九

(
一
六
六
九
)
年
に
は
､
椿
井
玄
教

(3t
)

の
件
友
之
助
を
養
子
と
し
て
観
音
院
の
住
持
に
入
れ
て
い
る
｡
次
の
史
料
は
､
宝
永
二

二

七
〇
五
)
年
に
亡
-
な
っ
た
住
持
訓
然
の
跡

(32
)

式
を
譲
り
受
け
た
竹
丸
の
里
本
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡

[史
料
10
]

児
竹
丸
里
本
寺
本
之
事

1
児
里
本
寺
本
共
二
丹
州
相
原
践
田
山
城
守
家
来
狛
孫
左
衛
門
(
=

忠
成
)
与
申
者
二
両
御
座
候
'
孫
左
衛
門
相
終
､
兄
千
次
良
共
著

同
家
中
飯
田
半
右
衛
門
与
申
者
之
方
こ
養
育
仕
罷
有
侯
由
承
及
侯
'
観
音
院
児
者
右
千
次
郎
弟
二
両
御
座
候
'
由
緒
御
座
候
こ
付

山
州
上
狛
大
西
平
石
衛
門
方
こ
養
育
仕
罷
有
候
､
観
音
院
寺
本
之
俵
'
孫
左
衛
門
方

β
大
西
平
石
衛
門
二
桁
置
侯
二
付
'
平
石

衛
門
方
AQ
児
入
院
無
之
内
者
知
行
方
万
事
世
話
仕
'
寺
二
者
留
主
居
差
置
申
候
､
児
入
院
之
糊
者
由
緒
之
者
共
児
取
立
申
伐
こ

御
座
候

竹
丸
は
狛
孫
左
衛
門
息
成
の
子
千
次
良

=
息
位
の
弟
と
し
て
養
子
契
約
し
た
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
と
こ
ろ
が
､
宝
永
八

(
1
七

二

)

年
時
点
で
幼
少
で
あ
る
た
め
'
い
ま
だ
上
狛
村
の
大
西
平
右
衛
門
方
で
養
育
さ
れ
て
い
る
と
い
う
｡
大
西
平
右
衛
門
は
'
前
述
し
た
狛

一

族
の
大
西
晴
助
の
弟
平
助
の
こ
と
で
あ
る
｡
狛
氏
は
､
城
跡
の
支
配
の
み
な
ら
ず
観
音
院
の
寺
本
も
大
西
氏
に
託
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
観
音
院
の
寺
本
と
し
て
の
利
権
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
次
に
掲
げ
る
の
は
'
友
之
介
の
養
子
契

(刀
)

約
に
際
し
て
狛
氏
が
用
意
し
た
観
音
院
住
持
の
待
分
を
古
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る

0

[史
料
11
]

党

近
世
に
お
け
る

｢国
人
銅
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
坑
地
｣
(吉
田
)



史
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研
究
紀
要

第
二
八
号

一
東
大
寺
観
音
院
知
行
南
都
般
若
寺
こ
て
高
相
石
'
此
取
廿
四
石
つ
ゝ
定
成

1
山
薮
畑
屋
敷
之
内
こ
少
有
之
慎

一
真
言
坊
主
師
弟
子
弐
人
家
来
御
座
候
'
此
外
二
般
若
寺
こ
て
弐
拾
人
被
官
御
座
候

一
学
文
科
ハ
玉
石
捨
石
戎
ハ
弐
拾
石
'
器
用
次
第
地
方
こ
て
取
申
侯
､
東
大
寺
惣
せ
き
学
二
成
侯
へ
ハ
三
拾
石
取
申
候

こ
れ
に
よ
る
と
'
住
持
の
得
分
は
①
観
音
院
の
知
行
地
三
〇
石
か
ら
あ
が
る
年
貢
米
二
四
石
と
山
薮
畑
'
②
二
人
の
家
来
と
知
行
地
に
い

る
二
〇
人
の
被
官
'
③
知
行
地
か
ら
自
己
の
裁
量
で
収
取
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
学
文
科
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
寺
本
の
慣
行
は
'
寺
の

(朗
)

財
産
を
食
い
つ
ぶ
す
こ
と
に
も
な
り
､
そ
の
弊
害
を
取
り
締
ま
る
奈
良
奉
行
の
法
令
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た

｡

と
こ
ろ
が
'
享
保
年
間
に
観
音
院
の
住
持
が
退
院
す
る
事
件
が
お
こ
り
'
狛
氏
は
寺
本
を
喪
失
す
る
危
機
に
み
ま
わ
れ
る
｡
こ
の
こ
と

(35
)

に
つ
い
て
'
狛
忠
位
か
ら
狛
連
中
へ
の
書
状
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
｡

[史
料
12
]
一
南
都
東
大
寺
出
入
こ
付
､
観
音
院
四
ケ
院
被
致
退
院
候
俵
'
御
寺
務
へ
願
之
趣
､
且
又
被
仰
出
侯
趣
､
委
細
被
仰
開
通
致
東
知
候
'

右
之
訳
こ
付
何
茂
御
相
談
'
御
両
人
東
大
寺
年
除
厳
晴
院
へ
御
越
'
寺
本
井
後
任
之
俵
段
々
御
断
被
仰
達
候
処
､
今
以
右
之
断
延

引
'
後
任
之
儀
も
相
定
'
得
度
等
を
も
敦
侯
由
､
年
除
被
申
侯
趣
'
具
二
被
仰
闘
致
承
知
'
入
御
念
儀
こ
御
座
候

す
な
わ
ち

｢東
大
寺
出
入
｣
で
観
音
院
の
住
持
が
退
院
し
た
た
め
､
狛
連
中
が
東
大
寺
の
年
鈴
に
寺
本
と
し
て
後
任
を
入
れ
る
こ
と
を
申

し
入
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
東
大
寺
の
側
で
後
任
を
決
定
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
'
狛
氏
の
意
向
を
伝
え
た
親
類
の

飯
田
半
左
衛
門
の
書
状
で
は
､
｢代
々
持
来
候
寺
本
之
俵
'
此
度
AQ
外
へ
退
候
儀
何
と
も
心
外
之
至
二
存
候
故
'
手
筋
を
求
再
三
ノ
願
を

(36
)

も
可
差
出
と
､
孫
左
衛
門
と
も
申
談
俵
こ
御
座
候
へ
共
'
能
手
筋
無
御
座

一
日
く

と
及
延
引
申
候
｣
と
､
こ
こ
で
寺
本
を
失
い
た
-
な

い
と
の
強
い
意
志
が
示
さ
れ
て
い
る
｡
次
の
史
料
は
､
享
保
十
三

(
一
七
二
八
)
年
八
月
八
日
付
の
狛
忠
位
か
ら
狛
連
中
へ
の
書
簡
の
一



(37
)

部
で
あ
る
｡

[史
料
13
]
一
当
夏
以
書
中
中
人
侯
'
相
通
可
申
与
存
侯
､
紋
音
院
寺
本
之
俵
､
先
達
而
中
人
候
之
通
､
南
都
興
福
寺
中
妙
音
院
与
申
山
家
衆
へ

傍
輩
共
御
心
易
手
筋
有
之
､
江
戸
こ
て
毎
度
御
参
会
申
'
観
音
院
之
俵
御
物
語
申
侯
虚
'
可
致
世
話
候
旨
被
申
､
当
秋
ハ
南
都
へ

帰
候
間
'
其
節
狛
之
衆
中

一
両
人
御
越
候
ハ
,
御
相
談
申
､
如
何
様
共
可
致
世
話
旨
被
申
侯
､
夫
迄
寺
元
外
へ
被
下
候
而
ハ
窓
敷

御
座
候
間
､
左
様
之
儀
無
之
候
様
こ
'
手
筋
ヲ
以
御
寺
務
へ
可
申
込
旨
被
申
侯
こ
付
'
別
当
夏
松
尾
長
忠
ヲ
以
役
人
衆
へ
申
込
侯

虚
'
寺
元
届
遅
引
上
申
候
'
不
点
合
こ
御
座
候
へ
共
通
而
願
､
左
侯
ハ
､
観
音
院
当
住
等

一
所
願
候
ハ
,
持
明
可
申
哉
与
尋
侯
へ

者
､
左
様
之
俵
侯
ハ
､
成
間
敷
物
申
候
も
無
之
候
由
被
申
開
旨
'
長
恵
方
AQ
中
越
候
'
依
之
此
度
妙
書
院
へ
者
'
観
音
院
当
住

此
方
与

1
所
二
被
願
候
俵
こ
御
取
持
被
下
候
之
様
こ
中
退
候
問
､
左
様
御
心
得
可
被
成
候
､
若
妙
音
院
南
都
へ
御
帰
り
之
梯
子
御

開
披
成
候
欺
'
又
者
各
様
之
内
へ
申
参
候
ハ
､
､
と
な
た
こ
て
も
早
速
御
越
被
成
候
而
'
宜
御
相
談
被
成
可
被
下
車
頼
侯
'
妙
音

院
於
江
戸
念
頃
こ
御
中
候
間
'
定
而
御
如
才
ハ
有
之
間
数
与
存
候
間
､
如
何
様
共
宜
御
相
談
新
入
侯

(後
略
)

狛
忠
位
は
､
綴
田
家
中
の
知
合
い
で
あ
る
興
福
寺
塔
流
の
妙
書
院
に
､
東
大
寺
へ
の
取
持
ち
を
依
頼
し
た
｡
と
こ
ろ
が
'
妙
･3
院
の
取
持

〕悦
E

ち
を
受
け
る
ま
で
寺
本
を
保
持
し
て
い
よ
う
と
､
松
尾
長
恵
と
い
う
者

を

介
し
て
東
大
寺
の
役
人
衆
に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
､
す
で
に
遅

く
観
音
院
の
寺
本
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
｡
そ
こ
で
､
観
音
院
の
当
住
と
と
も
に
寺
本
の
復
権
を
願
う
こ
と
に

一
緒
の
望
み
を
か
け
た

の
で
あ
る
｡

こ
の
あ
と
ど
の
よ
う
に
嘆
願
運
動
が
展
開
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
｡
し
か
し
､
狛
連
中
の
一
家
で
あ
る
小
林
字
兵
衛
家
に
伝
え

ら
れ
た
観
音
院
関
係
文
書
に
は
'
享
保
111
(
1
七

1
人
)
年
七
月
十

1
日
付
の
寺
領
安
堵
の
御
朱
印
状
を
最
後
と
し
て
'
以
後
の
も
の
は

3鑑
E

伝
来
し
て
い
な
い
｡
し
た
が
っ
て
､
こ
の
時
の
嘆
願
遜
動
は
空
し
-
終
わ
り
'
狛
息
位
の
時
代
に
観
音
院
の
寺
本
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
任

･
｢本
H
地
｣
(岩
田
)

二
二三



史
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と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

二
､
狛
忠
明
か
ら
の
書
簡

1
.
狛
忠
明
の
略
歴

狛
忠
明
は
'
前
述
し
た
よ
う
に
息
位
の
弟
で
あ
っ
た
が
､
忠
位
の
嫡
男
が
出
奔
し
た
た
め
に
養
子
に
入
り
'
明
和
六

(
一
七
六
九
)
午

に
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
.
明
和
七
年
十
二
月
か
ら
御
側
勤
を
L
t
安
永
元

(
1
七
七
二
)
年
十
月
に
御
目
付
見
習
､
同
三
年
九
月

に
御
徒
士
見
習
､
天
明
二

(
1
七
八
二
)
年
四
月
に
御
日
付
本
役
'
寛
政
二

二

七
九
〇
)
年
三
月
御
用
人
格
､
同
六
年
六
月
御
使
番
御

奏
者
御
勤
方
'
同
十
三
年
二
月
御
用
人
'
兼
御
奏
者
御
勤
方
御
取
〆
'
文
化
元

(
一
八
〇
四
)
年
五
月
御
奏
者
本
席
に
な
っ
た
｡
忠
明
に

は
男
子
が
な
か
っ
た
た
め
'
織
田
家
中
の
荒
木
安
右
衛
門
の
次
男
荒
木
平
次
郎
政
辛

(の
ち
忠
剛
と
改
名
)
を
養
子
に
迎
え
'
文
化
五

二

八
〇
八
)
年
病
気
の
た
め
隠
居
し
養
子
の
忠
剛
に
家
督
を
譲
っ
た
｡

な
お
､
婦
女
の
百
女
は
播
磨
国
加
東
郡
粟
生
村
河
合
八
兵
衛
の
も
と
に
嫁
に
行
っ
た
｡
こ
の
河
合
家
と
い
う
の
は
､
狛
忠
明
か
ら
小
林

(胡
)

宇
兵
衛
家
に
書
送
っ
た
書
状
に
よ
る
と

｢播
州
二
両
三
人
之
郷
士
家
柄
之
者
こ
御
座
候
､
拙
者
家
柄
ヲ
承
伝
而
之
望
御
座
候

｣

と

郷
士
家

(41
)

で
'
狛
忠
明
の
家
柄
に
つ
い
て
伝
え
聞
い
て

｢貰
諸
相
望
申
侯
二
付
可
差
遣
侯
様
之
内
約
申
侯

｣と､
嫁
入
り
の
申
し
出
を
し
て
き
た
の

で
あ
る
｡
狛
家
の
女
子
の
婚
家
は
'
忠
位
の
娘
の
代
か
ら
判
明
す
る
が
'
明
治
以
前
は
こ
の
百
女
を
除
い
て
す
べ
て
い
ず
れ
か
の
藩
士
の

家
で
あ
っ
た

(第
1
図
狛
氏
系
図
参
照
).
そ
の
意
味
で
は
'
狛
家
に
と
っ
て
郷
士
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
'
家
格
を

1
段
下
げ
る

こ
と
に
な
る
｡

し
か
し
､
狛
家
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
｡
後
に
忠
剛
の
件
忠
告
は
､
浪
々
の
身
と
な
っ
て
叔
母
に
あ
た
る



官
女
の
婚
家
河
合
家
に
金
の
無
心
に
行

っ
た
｡
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
､
郷
士
と
の
縁
組
み
は
狛
家
と
し
て
も
狛
連
中
と
同
じ
よ
う
な
パ

ト
ロ
ン
を
在
地
に
も
つ
こ
と
を
意
味
し
た
と
い
え
よ
う
｡

2
.
金
子
の
無
心

忠
明
か
ら
狛
連
中
宛
の
書
簡
の
大
半
は
'
金
子
の
無
心
で
あ
る
｡
前
述
し
た
よ
う
に
､
忠
位
の
時
代
に
も
江
戸
下
向
の
た
め
に
銀
子
の

才
覚
を
執
劫
に
懇
願
し
て
い
た
｡
そ
の
論
理
は
､

一
質
し
て
狛
連
中
が
当
然

｢拙
者
為
｣
を
考
え
て
-
れ
る
'
あ
る
い
は
考
え
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
意
識
で
あ
っ
た
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
忠
明
か
ら
の
金
子
無
心
の
論
理
は
し
だ
い
に
変
化
し
て
い
っ
た
｡
ま
ず
､
忠
明
が
家
督
を
相
続
し
､
江
戸
で

｢側
給

人
｣
を
任
ぜ
ら
れ
る
明
和
六

(
一
七
六
九
)
年
か
ら
､
安
永
元

(
一
七
七
二
)
年
正
月
に
か
け
て
の
時
期
に
は
'
息
位

(法
号
週
休
)
と

左
右
馬
忠
明
と
の
連
名
で
､
あ
る
い
は
左
右
馬
単
独
の
沓
状
で
合
計
鋭

l
貿
六
七

1
匁
余
を
受
け
取
っ
て
い
る
.
そ
の
際
､
次
の
よ
う
な

(42
)

証
文
を
送
付
し
た
｡

[史
料
14
]

党

銀
壱
′
目
也

右
借
用
申
所
実
正
也
'
此
借
用
銀
相
済
候
迄
'
屋
敷
跡
地
上
ケ
物
こ
て
御
引
落
し
可
被
成
侯
虚
､
竹
而
如
斯

明
和
七
寅

十
二
月
五
日

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
貫
地
｣
(吉
田
)

狛
左
右
馬
⑳

狛

退

休

⑳一
三
五



史
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小
林
宇
兵
衛
殿

野
村
武
左
衛
門
殿

大
西
平
右
衛
門
殿

野
村
重
兵
衛
殿

こ
れ
は
借
用
証
文
で
は
あ
る
が
'
利
子
に
も
言
及
せ
ず
'
｢屋
敷
跡
城
地
｣
か
ら
の
作
徳
で
返
済
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
｡
先
に

述
べ
て
き
た
よ
う
に
､
延
享
元

(
一
七
四
四
)
年
に
売
却
し
た
城
田
を
請
け
戻
し
て
い
た
と
し
て
も
'
上
狛
村
の
城
跡
地
は
こ
の
よ
う
な

大
金
の
引
当
に
な
る
よ
う
な
収
益
を
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
｡
そ
の
よ
う
に
返
済
の
目
処
も
な
い
大
金
を
用
立
て
さ
せ
る
狛
氏
の
論
理
は
､

や
は
り
息
位
に
み
ら
れ
た
主
従
意
識
の
強
要
で
あ
っ
た
｡
ま
た
'
そ
れ
を
全
面
的
で
は
な
-
と
も
受
け
入
れ
る
狛
連
中
の
側
に
も
､
狛
氏

(43
)

と
の
縁
故
を
保
ち
続
け
る
だ
け
の
臣
従
意
識
の
断
片
が
存
在
し
た
の
で
あ
る

｡

明
和
九

二

七
七
二
)
年
に
忠
位
が
亡
-
な
っ
て
か
ら
も
､
あ
い
か
わ
ら
ず

｢去
年
ハ
何
方
茂
不
作
二
而
'
瞭
々
御
難
義
之
処
御
尤
至

極
致
承
知
侯
'
右
乍
存
度
々
御
才
足
申
候
処
を
'
気
毒
心
外
存
候
得
共
無
掘
御
頼
申
上
候
処
'
全
ク
御
探
切
之
御
心
底
放
下
拙
へ
取
続
出

(=
)

来
大
慶
不
過
之
侯

｣

と

､
強
引
に
才
覚
さ
せ
て
い
た
｡
し
か
し
､
容
易
に
金
の
無
心
が
実
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
｡

[史
料
15
]一筆
致
啓
上
侯
'
暖
気
弥
増
侯
得
共
'
御
家
内
御
揃
弥
御
平
安
可
被
成
御
凌
'
珍
重
之
御
事
御
座
候
'
下
拙
俵
去
春
以
来
在
勤
罷

有
候
処
無
別
義
相
勤
'
来
ル
五
月
朔
日
旦
那
供
こ
而
出
立
申
候
､
其
後
者
久
々
御
左
右
も
不
承
､
去
々
年
迄
毎
歳
煮
山
枚
井
書
状
'

京
都
木
屋
伊
助
方
江
向
差
出
侯
処
､

1
度
も
御
答
も
無
之
侯
､
御
母
義
様
二
者
不
相
替
御
気
丈
こ
御
凌
被
成
候
事
哉
承
度
存
侯
､

且
又
貴
様
御
子
遁
走
而
繁
昌
可
被
成
御
凌
御
噂
申
事
こ
御
座
候
､
乍
慮
外
御
家
内
様
江
時
候
御
見
廻
可
然
様
被
仰
伝
可
被
下
候



一
其
以
来
者
久
々
不
掛
御
目
五
月
十
二
日
こ
ハ
京
都
通
行
中
候
､
其
節
御
上
京
糊
二
も
御
座
候
ハ
､
'
掛
御
日
皮
朱
雀
迄
御
出
も
被

下
候
ハ
､
待
御
意
皮
存
侯
､
猶
又
在
着
之
上
可
得
御
意
'
久
々
御
左
右
不
承
侯
間
'
御
様
子
承
知
申
皮
穿
為
可
待
御
意
'
如
此
御

座
候
'
恐
憧
謹
言

四
月
廿
二
日

狛
孫
左
衛
門忠
明

(花
押
)

小
林
字
兵
衛
様

(二
白
略
)

(9
)

こ
れ
は
､
荒
木
安
右
衛
門
の
次
男
を
養
子
に
し
た
頃
に
'
忠
明
か
ら
狛
連
中
の
一
家
で
あ
る
小
林
字
兵
衛
に
あ
て
て
出
さ
れ
た
沓
筒
で
あ
る

｡

毎
年
煮
山
椴
と
書
状
を
送
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
い
っ
こ
う
に
返
事
が
な
い
と
い
う
文
言
か
ら
み
る
と
､
狛
氏
が
贈
答
を
尽
く
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
狛
連
中
が
狛
氏
を
無
視
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
と
は
い
え
､
狛
連
中
の
野
村
家
は
す
で
に
天
明
元

(
1
七

八

1
)
年
に
絶
家
と
な
-
'
大
西
家
も
同
三
年
に

一
家
で
出
奔
し
て
し
ま
い
､
残
る
は
小
林
家
だ
け
に
な
っ
て
い
た
.
お
そ
ら
く
'
小
林

(46
)

三
左
衛
門
と
字
兵
衛
か
ら
金
子
を
受
取
っ
た
天
明
八
年
以
来

､

史
料
15
の
荒
木
安
右
衛
門
の
次
男
を
益
子
に
し
た
と
い
う
寛
政
九

(
1
七

九
七
)
年
ま
で
の
間
は
､
狛
連
中
か
ら
の
返
僧
は
全
-
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

し
か
し
こ
の
書
簡
の
あ
と
､
再
び
小
林
宇
兵
衛
家
と
の
往
信
が
始
ま
る
｡
そ
れ
は
､
や
は
り
金
子
の
無
心
で
あ
っ
た
｡
ま
ず
､
柏
原
に

あ
る
狛
氏
の
屋
敷
を
建
て
替
え
る
普
請
資
用
で
あ
る
｡
こ
れ
は

｢下
拙
居
宅
'
祖
父
孫
左
衛
門
和
州
宇
陀
衣
AQ
引
越
後
普
請
二
両
'
虫

早
百
余
年
相
成
年
来
致
大
破
'
近
来
立
替
中
皮
存
念
御
座
候
｣
と
､
狛
息
成
が
元
禄
八

二

六
九
五
)
年
に
綴
田
家
の
転
封
に
し
た
が
っ

て
'
大
和
宇
陀
郡
松
山
か
ら
相
原
に
移
り
住
ん
で
以
来
の
屋
敷
が
大
破
し
て
い
る
た
め
に
､
建
て
替
え
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
｡
そ
の
た

め
に

｢普
請
金
五
十
両
余
無
御
座
候
両
者
稚
致
成
就
侯
｣
と
五
〇
両
の
大
金
を
必
要
と
す
る
｡
そ
れ
を

｢当
地
懇
意
之
者
江
無
尽
相
頼
｣

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
文
地
｣
(青
田
)

1
三
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
三
八

み
'
二
〇
石
は
調
達
で
き
た
も
の
の
'
米
価
が
下
落
し
て
い
て
五
〇
両
の
半
金
に
も
満
た
な
い
｡
そ
こ
で

｢金
子
廿
三
四
両
御
取
替
被
下

皮
御
無
心
中
皮
頼
大
義
致
侯
｣
と
､
二
三
'
四
両
の
無
心
を
し
た
｡
勿
論

｢御
無
心
中
人
候
義
不
本
意
御
座
候
､
普
請
延
引
こ
も
致
炭
俵

得
共
｣
と
､
普
請
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
が
と
い
い
な
が
ら
､
｢前
文
得
御
意
侯
通
-
及
百
年
余
'
兼
々
大
破
罷
成
侯
処
'
当
夏
両

度
大
風
二
而
潰
家
同
前
こ
相
成
最
早
住
居
不
相
成
｣
と
､
屋
敷
の
大
破
ぶ
り
を
最
大
限
伝
え
､
普
請
が
止
む
を
得
な
い
こ
と
を
納
得
さ
せ

(47
)

よ
う
と
し
て
い
る
｡
結
局
'
金
額
は
定
か
で
は
な
い
が
､
小
林
家
か
ら
金
子
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡

し
か
し
'
金
子
の
無
心
は
こ
の
あ
と
も
続
-
｡
そ
れ
は
､
特
に
件
息
剛
の
江
戸
出
府
に
と
も
な
う
仕
度
金
の
無
心
で
あ
っ
た
｡
次
に
掲

げ
る
の
は
､
息
剛
が
寛
政
十

(
一
七
九
八
)
年
十

一
月
に
外
様
中
小
姓
と
し
て
践
田
家
に
出
仕
L
t
翌
年
初
出
府
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
に
小

(48
)

林
字
兵
衛
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
｡

[史
料
16
]

態
々
以
便
得
御
意
候
'
弥
御
安
全
奉
賀
侯
'
然
者
件
左
右
馬
儀
旧
冬
者
外
様
中
小
性
被
申
付
､
井
二
当
三
月
初
出
府
在
番
被
申
付
難

有
奉
存
侯
､
此
段
先
御
経
聴
申
上
候

一
右
出
府
被
申
付
候
義
首
尾
宜
方
二
而
'
何
卒
差
出
皮
存
侯
得
共
'
兼
々
御
存
之
通
り
之
拙
宅
'
前
々
AQ
格
外
之
御
厚
恩
こ
預
り

御
世
話
二
而
相
講
申
侯
得
共
'
初
出
府
ハ
何
方
二
両
も
先
壱
〆
目
ハ
入
用
御
座
候
こ
付
'
中
々
難
差
出
為
断
侯
積
り
二
両
､
不
首

尾
之
鹿
覚
悟
二
而
右
積
任
侠
虚
､
親
類
共
打
寄
当
年
断
侯
虚
､
何
レ
こ
壱
両
年
中
二
ハ
被
申
付
侯
事
二
付
'
壱
両
年
相
待
侯
共
別

こ
当
テ
茂
無
御
座
､
色
々
申
談
親
類
中
少
し
ツ
､
之
持
寄
二
両
可
差
出
､
此
節
評
議
最
中
二
御
座
候
'
右
二
付
先
以
便
御
相
談
中

上
侯
'
三
四
両
丈
御
恩
借
仕
侯
棟
之
事
ハ
出
来
申
間
数
侯
哉

(中
略
)
は
だ
か
出
立
こ
仕
侯
共
金
四
五
南
無
之
而
ハ
難
差
出
'
無

掘
御
相
談
御
頼
中
上
侯
､
返
納
之
義
ハ
年
々
二
三
歩
計
ツ
､
之
返
納
二
両
御
承
知
可
被
下
候
哉

(中
略
)
右
様
相
成
侯
ハ
-
拙
宅

之
目
出
こ
相
成
生
界
大
恩
忘
却
仕
間
数
'
私
も
大
慶
可
仕
､
此
儀
幾
重
こ
茂
御
頼
上
侯

(後
略
)



江
戸
出
府
の
仕
度
金
と
し
て
最
低
銀

1
貫
目
は
必
要
だ
が
'
そ
の
金
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
O
そ
こ
で
親
類
が
典
ま
っ
て
相
談
し

た
も
の
の
､
今
回
出
府
を
辞
退
し
て
も
次
に
そ
の
金
を
用
意
し
て
出
府
さ
せ
る
当
て
も
な
い
｡
そ
れ
な
ら
ば
今
回
親
類
中
で
少
し
ず
つ
で

も
合
力
し
て
出
府
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
｡
そ
こ
で
'
狛
連
中
=
小
林
字
兵
衛
に
も
三
'
四
両
の
借
用
を
申
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

こ
の
文
面
に
現
れ
て
い
る
狛
忠
明
の
姿
勢
に
は
'
忠
位
の
よ
う
な
高
圧
的
な
主
従
意
識
は
み
ら
れ
な
い
｡
忠
位
は

｢拙
者
為
｣
に
は
金

を
用
立
て
る
べ
き
だ
と
い
い
'
具
体
的
な
返
済
方
法
は
提
起
し
な
か
っ
た
｡
そ
れ
に
対
し
て
､
忠
明
は
せ
め
て
三
､
四
両
を

｢恩
倍
｣
し
'

返
済
は
年
に
金
三
歩
宛
と
す
る
と
明
記
し
'
し
か
も
金
を
用
立
て
て
も
ら
う
こ
と
が

｢拙
宅
之
目
出
｣
と
な
る

｢大
恩
｣
で
あ
る
と
ま
で

い
う
｡
こ
こ
に
'
狛
氏
と
狛
連
中
と
の
立
場
の
逆
転
が
み
ら
れ
る
｡
狛
氏
は
腰
を
低
-
し
て
､
か
つ
て
の
家
臣
に
金
を

｢ね
だ
る
｣
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

三
､
狛
忠
剛
か
ら
の
書
簡

1
.
狛
忠
剛
の
略
歴

狛
息
剛
は
､
先
に
触
れ
た
よ
う
に
綴
田
家
家
臣
荒
木
安
右
衛
門
の
次
男
で
'
忠
明
の
養
子
に
入
っ
た
者
で
あ
る
｡
光
政
十

(
一
七
九
八
)

年
に
外
様
中
小
姓
と
し
て
出
仕
L
t
蔵
米
十
俵
を
請
け
'
享
和
三

(
一
八
〇
三
)
年
十

一
月
に
御
近
習
､
文
化
三

二

八
〇
六
)
年
に
は

蔵
米
E
l俵
の
加
増
を
請
け
､
同
五
年
六
月
に
は
父
忠
明
の
病
気
隠
居
に
よ
り
家
督
を
相
続
し
'
御
馬
廻
席
と
な
っ
た
.
そ
の
後
'
文
化
十

二

八
1
三
)
年
に
御
書
院
'
同
十

1
年
御
小
納
戸
役
'
同
十
三
年
に
御
徒
士
頭
助
役
､
文
政
元

(
1
人
1
人
)
年
に
御
役
人
格
奥
御
目

付
'
同
五
年
に
御
勤
方
'
同
七
年
に
御
目
付
と
順
調
に
昇
進
し
て
い
っ
た
｡

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
耳
地
｣
(吉
田
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
四
〇

し
か
し
そ
の
後
は
'
文
政
十

一

二

八
二
八
)
年
に

｢良
心
院
棟
御
初
入
御
道
中
万
御
目
付
御
元
方
相
勤
御
供
｣
を
勤
め
た
と
い
う
以

外
は
'
役
職
に
異
動
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
｡
こ
れ
は
'
忠
剛
の
長
男
の
狛
左
右
馬
忠
告
の
不
祥
事
に
よ
る
処
遇
と
考
え
ら
れ
る
｡
忠
告
は

文
政
八

二

八
二
五
)
年
に
勤
番
の
た
め
出
府
し
た
時
'
そ
の
ま
ま
出
奔
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
｡
狛
家
の
嫡
子
に
は
文
政
十
三
年
に

五
男
の
狛
忠
告

(の
ち
左
馬
之
進
息
道
)
が
た
て
ら
れ
る
が
'
お
そ
ら
-
忠
告
の
出
奔
が
息
剛
の
出
世
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
｡
息
剛
は
天
保
十
三

(
一
八
四
二
)
年
七
月
九
日
に
病
死
し
､
同
年
九
月
十
五
日
に
息
道
が
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
る
｡

2
.
子
供
の
養
育
と
生
活
苦

息
剛
に
は
狛
忠
明
の
娘
八
重
女
と
の
間
に
男
子
七
人
､
女
子
四
人
と
十

1
人
の
子
供
が
い
た
｡
文
政
六

(
1
八
二
三
)
年
十
二
月
に
'

小
林
宇
兵
衛
正
居
が
亡
く
な

っ
た
報
を
受
け
て
認

め
た
弔
い

状

に

は'
｢拙

宅小
児共
四
人
引
続
痘
痕
致
申
候
而
'
夫
故
取
込
乍
延

引
御

(4
)

見
廻
等
申
上
侯
｣
と
'
弔
い
が
遅
れ
た
こ
と
を
詫

び
た
上
で
､

追

伸に次
のような文
言
を
記
し
て
い
る
｡

[史
料
17
]

二
日
中
上
候
'
御
尊
父
様
御
事
'
亡
父
祖
父
両
代
与
彼
是
与
内
外
御
世
話
共
二
相
成
申
侯
由
'
亡
父
毎
々
申
述
侯
而
､
厚
恩
之
程
決

而
忘
却
ハ
不
致
候
得
共
'
当
年
時
節
柄
悪
敷
旦
那

β
被
呉
物
も
相
減
シ
'
井
二
近
来
米
下
直
読
等
､
其
上
私
小
児
多
二
両
八
人
之

子
供
老
母
有
之
'
十

一
人
之
家
内
二
而
打
暮
申
侯
'
小
児
計
二
而
誠
二
今
日
之
暮
方
こ
甚
難
渋
二
凌
兼
罷
在
侯
'
右
こ
付
此
度
義
急

皮
御
香
莫
二
而
も
相
備
侯
等
之
虞
､
乍
心
外
前
文
之
次
第
二
両
無
其
儀
御
断
中
上
侯
'
不
悪
深
御
案
し
被
下
侯

(後
略
)

こ
の
文
政
六
年
に
は
'
双
子
の
六
男
友
三
郎
復
正
と
七
男
恭
四
郎
が
誕
生
し
て
い
た
｡
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
子
供
と
老
母
を
抱
え
'

日
々
の
生
活
に
も
困
っ
て
お
り
､
香
典
も
備
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
｡

そ
の
上
､
文
政
十

1

(
1
八
二
人
)
年
九
月
に
妻
の
八
重
女
が
疫
病
で
急
死
し
て
し
ま
う
.
江
戸
に
い
た
忠
剛
は
､
｢九
月
廿
日
こ
妻



死
去
之
由
江
戸
表
へ
中
越
､
大
こ
乍
当
惑
､
供
二
両
十
月
晦
日
江
戸
表
出
立
致
申
侯
彪
'
又
侯
娘
死
去
之
由
旅
中
二
而
承
り
申
侯
｣
と
'

同
じ
疫
病
で
三
女
の
吉
も
亡
-
し
て
し
ま
う
｡
す
で
に
前
年
十
二
月
に
老
母
も
亡
-
し
､
江
戸
屋
敷
も
頼
焼
に
あ
っ
た
忠
剛
は
､
｢昨
冬

母
死
去
致
､
其
上
こ
当
春
於
江
戸
こ
類
焼
こ
而
大
小
衣
類
迄
失
焼
致
申
候
'
井
上
当
年
両
人
之
死
去
こ
而
､
重
々
之
牲
渋
誠
二
筆
紙
こ
殊

尽
次
第
二
御
座
候
｣
と
'
度
重
な
る
不
幸
を
嘆
-
｡
そ
し
て

｢未
子
供
茂
五
人
御
座
候
而
'
井
上
こ
姪
之
厄
介
御
座
候
庖
t
か
梯
之
単
二

而
当
地
二
両
之
勤
計
も
難
出
来
､
十
万
二
暮
罷
在
侯
､
何
卒
早
々
後
妻
二
両
茂
澄
中
皮
候
得
共
'
ケ
棟
之
難
渋
こ
而
ハ
中
々
参
典
侯
者
も

有
之
間
数
与
存
侯
､
誠
二
進
退
相
極
り
必
至
与
困
窮
罷
在
侯
､
御
察
可
被
下
候
'
右
こ
付
而
茂
兼
而
願
置
侯
金
子
之
俵
少
々
な
り
と
も
御

(班
)

恩
借
被
下
候
ハ
､
､
莫
太
之
御
厚
恩
与
奉
存
候

｣

と

､
五
人
の
子
供
と
厄
介
の
姪

(忠
明
の
娘
苗
が
離
縁
し
て
連
れ
帰
っ
た
女
子
)
を
抱

え
､
江
戸
勤
め
も
で
き
兼
ね
る
た
め
､
後
妻
の
世
話
を
頼
み
'
さ
ら
に
金
子
の
恩
倍
を
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

(51
)

さ
ら
に
翌
年
と
み
ら
れ
る
番
筒
で
も
､
｢下
拙
儀
茂
未
後
妻
無
之
子
供
多
こ
而
'
繁
多
心
労
而
巳
こ
打
過
申
侯
､
乍
遠
方
可
然
緑
も
御

座
候
ハ
､
御
世
話
被
下
度
奉
頼
侯
｣
と
繰
り
返
し
後
妻
の
世
話
を
依
頼
す
る
｡
そ
の
際
'
｢遠
路
之
事
故
少
し
ハ
下
盤
之
方
A
Q
二
両
も
不

昔
候
間
､
御
開
合
可
被
下
侯
｣
と
､
武
家
の
家
柄
で
な
く
と
も
よ
い
と
い
う
｡
し
か
し
､
結
局
忠
剛
は
後
妻
の
な
い
ま
ま
天
保
三

(
一
八

三
二
)
年
に
亡
-
な
っ
た
｡

1
万
'
金
子
の
無
心
は

｢兼
而
御
無
心
中
上
候
虚
､
当
秋
と
も
相
成
候
ハ
-
御
心
付
も
披
下
候
棟
被
仰
越
'
恭
井
節
相
待
罷
在
候
､
何

(52
)

卒
今
少
之
御
助
力
相
願
皮

｣

と

執
掬
に
続
け
ら
れ
た
｡
そ
し
て
天
保
元

二

八
三
〇
)
年
と
二
年
で
都
合
金
二
両
の
恩
借
に
成
功
し
た
｡

(㍊
)

そ
の
証
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
｡

[史
料
18
]

党

一
金
弐
両
也

近
世
に
お
け
る
｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣
･
｢本
質
地
｣
(青
田
)
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右
之
通
怯
致
御
恩
借
候
事
実
正
也
'
返
済
之
儀
者
当
所
厳
敷
倹
約
御
年
限
明
之
上
二
両
返
納
可
致
侯
'
為
後
日
之
依
而
如
件

天
保
二
年
正
月
日

狛
孫
左
衛
門
⑳

小
林
三
洋
殿

同

字
兵
衛
殿

数
年
か
け
て
漸
-
借
り
た
金
は
二
両
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
､
こ
れ
も
粍
田
家
の
倹
約
令
が
と
け
て
か
ら
返
済
す
る
と
､
事
実
上
返
済
の
目

処
は
な
か
っ
た
｡

以
上
の
よ
う
に
狛
忠
剛
の
書
簡
に
は
'
か
つ
て
の
主
君
の
家
柄
で
あ
る
と
い
う
自
負
は
全
く
み
ら
れ
ず
､
逆
に
み
ず
か
ら
の
生
活
苦
と

み
じ
め
さ
を
さ
ら
け
出
し
､
憐
れ
み
を
乞
う
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
た
｡
そ
の
よ
う
に
し
て
も
小
林
家
か
ら
は
わ
ず
か
な
金
が
恵
ま
れ
る
だ

け
で
あ
っ
た
｡
こ
こ
に
､
狛
氏
の
威
厳
は
地
に
落
ち
'
逆
に
そ
の
よ
う
な
金
子
の
無
心
を
す
る
元
主
君
へ
の
狛
旧
臣
家
の
冷
淡
な
対
応
が

際
立
っ
て
い
た
｡
と
は
い
え
､
狛
連
中
の
側
に
も
狛
氏
と
の
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
利
点
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た
｡

3
.
狛
連
中
の
利
点

(別
)

寛
政
十

(
一
七
九
八
)
年
に
京
都
町
奉
行
所
の
帯
刀
改
め
が
山
城
国

一
国
に
行
わ
れ
た

｡

こ
れ
は
'
そ
れ
ま
で
帯
刀
の
継
目
や
品
替
わ

り
の
届
け
を
出
さ
ず
に
い
た
帯
刀
人
を
徹
底
し
て
改
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
｡
こ
の
時
､
上
狛
村
で
は

｢追
々
品
啓
等
御
地
頭
表

江
御
断
申
上
置
侯
得
共
'
御
役
所
様
江
御
断
可
申
上
之
処
､
全
先
役
之
も
の
共
無
心
附
御
届
不
申
上
侯
俵
と
於
当
役
も
奉
恐
入
侯
'
乍
延

(55
)

引
此
度
御
届
奉
中
上
候
｣
と
､
個
別
の
領
主
に
は
届
出
て
い
た
も
の
の
'
京
都
町
奉
行
所
へ
は
届
出
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
を
詫
び
'
上
狛

村
庄
屋
平
助
と
宇
兵
衛
の
連
名
で
､
小
林
宇
兵
衛
以
下
六
人
の
帯
刀
人
を
届
け
出
た
｡
こ
の
結
果
､
享
和
二

(
一
八
〇
二
)
年
に
京
都
町

奉
行
所
か
ら
宿
証
文
が
発
給
さ
れ
'
帯
刀
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
'
そ
の
間
に
か
な
り
厳
密
な
帯
刀
の
資
格
調
査
が
な
さ
れ
た
｡



(

班

)

小
林
宇
兵
衛
は
享
和
二
年
三
月
と
四
月
に
合
計
三
度
上
京
L
t
町
奉
行
所
と
の
折
衝
に
あ
た
った
｡

そ
の
際
､
小
林
宇
兵
衛
は
柾
坑
が
予

(57
)

想
さ
れ
る
折
衝
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
か
'
狛
氏
に
そ
の
筋
へ
の
手
ず
る
を
求
め
て
い
た
｡

[史
料
19
]
一
旧
冬
伺
公
仕
侯
節
､
京
都
表
二
両
御
帯
刀
之
儀
御
哨
承
侯
､
帰
国
後
相
談
仕
候
彪
'
同
苗
二
者
当
年
出
京
も
不
致
侯
得
共
'
侍
輩

共
之
内
毎
々
上
京
仕
'
小
堀
家
へ
者
心
易
立
入
侯
間
､
得
与
懸
ケ
合
可
為
相
談
侯
'
随
分
相
成
候
而
手
代
与
申
串
こ
御
座
候
'
何

連
不
達
懸
ケ
合
重
便
こ
可
中
上
候
間
､
左
様
思
召
可
被
下
候

具
体
的
な
内
容
は
不
明
な
が
ら
､
帯
刀
改
め
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
､
狛
忠
剛
が
小
林
宇
兵
衛
の
支
配
代
官
に
あ
た
る
小
堀
氏
と
心
安

い
同
僚
に
取
り
な
し
を
依
頼
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
れ
が
実
現
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
､
こ
の
よ
う
な
場
合
に

在
地
の
郷
士
た
ち
も
武
家
の
縁
故
を
祈
る
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
o

こ
の
他
､
上
狛
村
の
地
域
間
争
論
に
も
狛
氏
の
助
力
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
文
政
八

(
一
八
二
五
)
年
に
'
林
村
廻
照
寺

の
地
続
き
に
あ
る
御
霊
神
社

･
天
王
社
の
旅
所
に
お
け
る
神
事
能
奉
納
を
め
ぐ
っ
て
､
御
霊
神
社

･
天
王
社
の
宮
座
と
廻
照
寺
檀
家
と
の

(班
)

間
で
争
論
が
起
こ
っ
た

｡

す
な
わ
ち
､
粒
家
例
は
､
旅
所
が
廻
照
寺
の
境
内
で
あ
る
と
主
張
し
､
旅
所
を
高
塀
で
囲
い
込
み
､
神
事
能
奉

納
の
節
は
首
座
か
ら
借
用
願
い
を
出
す
よ
う
に
求
め
た
｡
ま
た
､
旅
所
地
の
標
識

(明
神
勧
進
の
塚
)
を
撤
去
し
た
｡
こ
れ
に
対
し
､
宮

座
側
は
旅
所
地
は
寺
地
で
は
な
い
と
主
張
し
､
旧
来
通
り
の
神
事
能
執
行
を
求
め
て
'
京
都
町
奉
行
所
に
出
訴
し
た
の
で
あ
る
｡

そ
こ
で
'
林
村
庄
屋
で
あ
る
小
林
家
は
'
｢何
か
番
付
等
こ
而
も
無
之
哉
｣
と
狛
忠
剛
に
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
息

剛
は
'
｢旧
記
之
向
取
出
色
々
相
尋
見
申
侯
得
共
'

一
向
左
様
之
筋
之
番
付
見
当
り
不
申
慎
二
付
｣
と
､
手
元
の
旧
記
な
ど
を
調
べ
て
み

た
が
'
そ
の
よ
う
な
文
書
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
｡
そ
の
た
め

｢怯
成
沓
御
座
候
ハ
-
早
別
差
上
可
叫
候
､
右
こ
付
万

1
外
AQ
相
尋
来

(59
)

り
侯
と
も
不
存
様
申
置
侯
様
被
仰
越
致
承
知
候
､
決
而
外
方
之
相
尋
へ
ハ
不
申
伝
侯
問
､
此
段
ハ
御
安
堵
可
被
下
侯
｣
と
､
他
か
ら
の

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
末
地
｣
(吉
田
)
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問
い
合
わ
せ
に
も
返
答
し
な
い
旨
を
確
約
し
て
い
る
｡
こ
の
ケ
ー
ス
に
は
有
効
な
結
果
が
現
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
'
こ
う
し
た
在
地
に

お
け
る
係
争
事
項
の
解
決
に
'
旧
領
主
家
の
助
力
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡

四
へ
狛
忠
道
か
ら
の
書
簡

1
.
狛
忠
道
の
略
歴

狛
忠
通
は
'
前
述
し
た
よ
う
に
忠
剛
の
五
男
で
あ
っ
た
が
､
長
男
左
右
馬
忠
告
の
出
奔
に
よ
-
嫡
子
と
な
り
'
息
剛
の
死
去
に
と
も
な

っ
て
天
保
三

二

八
三
二
)
年
九
月
家
督
を
相
続
L
t
御
馬
廻
席
御
広
間
勤
め
に
任
ぜ
ら
れ
た
｡
そ
の
後
'
御
側
勤
'
御
広
間
勤
を
任
ぜ

ら
れ
た
が
'
天
保
十

一

二

八
四
〇
)
年
十

一
月
十
八
日
に

｢心
得
方
不
宜
こ
付
長
之
御
暇
被
下
侯
｣
と
'
永
暇
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
｡

そ
の
原
因
は
不
明
な
が
ら
､
こ
の
後
文
久
元

二

八
六

一
)
年
に
帰
参
が
許
さ
れ
る
ま
で
約
二
〇
年
間
'
浪
々
の
身
と
な
る
｡
帰
参
後
は

御
近
習
席
に
任
ぜ
ら
れ
る
も
の
の
'
知
行
百
石
は
再
知
さ
れ
る
こ
と
な
く
七
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
｡
明
治
三

(
一
八

七
〇
)
年
に
隠
居
L
t
家
督
は
長
男
忠
雄
に
譲
ら
れ
た
｡

息
道
の
代
に
は
､
狛
連
中
へ
の
年
始
の
挨
拶
状
も
み
ら
れ
な
い
上
､
忠
明

･
息
剛
が
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
た
煮
山
枚
や
山
鳥
な
ど
の
丹

波
の
産
物
を
贈
る
と
い
う
贈
答
儀
礼
が
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
｡
逆
に
､
出
奔
し
た
兄
左
右
馬
忠
告
の
ね
だ
り
行
為

や
'
忠
通
の
永
暇
に
あ
た
っ
て
本
貫
地
に
援
助
を
求
め
る
な
ど
'
狛
連
中
へ
の
吸
着
が
際
立
っ
て
-
る
｡
そ
こ
で
､
兄
左
右
馬
忠
告

一
件

と
忠
道
の
永
暇

一
件
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
｡



2
.
狛
左
右
馬
忠
告
の
ね
だ
り
行
為

狛
忠
告
は
'
先
に
触
れ
た
よ
う
に
文
政
八

二

八
二
五
)
年
江
戸
勤
番
中
に
出
奔
し
流
浪
し
て
い
た
が
､
し
ば
し
ば
狛
連
中
を
頼
っ
て

山
城
国
上
狛
村
を
訪
れ
て
い
た
｡
と
こ
ろ
が
'
天
保
八

二

八
三
七
)
年
九
月
に
再
び
小
林
家
を
訪
ね
た
時
､
小
林
家
は
今
後

一
切
ね
だ

(S
)

り
行
為
を
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る

一
札
を
入
れ
さ
せ
て
い
る
｡

[史
料
20
]

一
札

一
拙
僧
俵
拾
三
ケ
年
以
前
去
ル
酉
年
江
府
勤
番
被
仰
付
､
右
勤
番
中
二
不
図
心
得
違
こ
而
致
不
奉
公
'
共
後
牢
浪
之
身
与
な
-
､
無

様
京
都
大
仏
念
仏
無
僧
本
寺
明
暗
寺
江
入
宗
､
念
仏
無
僧
修
行
所
々
二
排
掴
い
た
し
'
左
候
時
者
親
類
者
不
及
申
､
由
緒
等
之
縁

ヲ
離

1
切
他
人
た
る
へ
き
之
処
､
是
迄
毎
度
難
渋
申
立
預
御
助
成
二
位
候
処
､
拙
僧
俵
昨
年
来
iq
病
身
之
上
､
殊
更
世
上

1
同

維
渋
之
折
柄
及
飢
餌
候
こ
付
'
不
得
止
串
当
六
月
こ
罷
越
長
々
御
匿
､
井
上
金
子
壱
両
預
御
仁
恩
､
恭
右
金
子
為
路
用
播
州
羽
東

(河
)

郡
粟
生
村

何

井

八
兵
衛
方
江
罷
越
'
再
金
銀
米
銭
共
外
何
事
こ
よ
ら
す
無
心
ケ
間
数
御
役
介
掛
ケ
間
数
約
定
二
両
致
離
別
候
得
共
､

兎
角
病
身
二
両
修
行
等
も
出
来
兼
､
不
顧
思
慮
ヲ
も
御
助
成
之
義
御
頼
申
処
､
無
御
取
敢
至
極
御
尤
何
共
無
申
分
候
得
共
､
前
件

之
始
末
申
立
相
歎
キ
取
鎚
候
処
'
格
別
之
御
仁
心
ヲ
以
金
弐
百
疋
､
着
類
竜
､
衣
帯
壱
筋
預
御
恕
投
､
御
仁
恩
之
程
如
何
計
恭
致

(.i
)

受
納
候
､
依
而
右
金
子
路
用
与
し
て
'
今
度
ハ
無
間
違
早
々
播
州
粟
生
村
何
井
八
兵
衛
方
江
罷
越
預
並
生
こ
'
全
快
之
上
何
方
様

江
成
共
御
奉
公
こ
有
附
侯
欺
'
但
住
居
相
定
侯
而
時
候
御
見
舞
ハ
格
別
'
雲
水
鉢
二
両
所
々
二
致
排
桐
､
実
々
及
憐
命
候
共
､
向

後
者
親
類
由
緒
有
之
等
与
申
罷
越

一
切
立
入
申
間
数
侯
'
為
後
証

一
札
依
而
如
件
丹
州
相
原
家
中
狛
孫
左
衛
門
嫡
男

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣
･
｢本
公
地
｣
(菅
田
)



史
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究
紀
要

第
二
八
号

天
保
八
酉
年
九
月
九
日

一
四
六

狛
左
右
馬
忠
告

(花
押
)

小
林
三
揮
殿

小
林
宇
兵
衛
殿

す
な
わ
ち
'
狛
忠
告
は
文
政
八

(
一
八
二
五
)
年
に
出
奔
し
て
か
ら
､
京
都
明
暗
寺
に
入
寺
し
て
虚
無
僧
と
な
-
､
諸
国
を
俳
桐
し
て
い

た
｡
し
か
し
､
親
類
や
由
緒
の
あ
る
者
を
頼
ん
で
金
銭
を
無
心
し
て
お
り
､
小
林
家
か
ら
も
助
成
を
う
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
し
か

し
､
天
保
八

(
一
八
三
七
)
年
六
月
に
訪
れ
た
時
は
飢
喝
に
及
ん
で
い
た
た
め
小
林
家
に
滞
在
し
た
上
'
養
生
の
た
め
に
播
州
加
東
郡
河

井
八
兵
衛
家
に
行
-
路
用
と
し
て
金

一
両
を
貰
っ
て
立
ち
去

っ
た
｡
河
井
八
兵
衛
と
は
'
前
述
し
た
よ
う
に
忠
告
の
叔
母
に
あ
た
る
百
女

の
嫁
ぎ
先
に
あ
た
る
郷
士
の
家
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
縁
故
を
頼
り
に
し
て
'
金
子
を
無
心
し
て
俳
飼
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
が
､
再
び
無
心
が
ま
し
い
こ
と
は
し
な
い
と
の
約
束
で
去

っ
た
筈
で
あ
る
の
に
､
河
井
家
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
か
､
或
い
は

断
ら
れ
た
の
か
､
九
月
に
な
っ
て
再
び
小
林
家
に
や
っ
て
き
た
｡
こ
の
時
､
小
林
家
も
強
-
断

っ
た
が
'
重
病
の
身
で
取
り
す
が
る
忠
告

の
要
求
を
拒
み
き
れ
ず
に
､
金
二
百
疋
と
着
物

一
枚
､
帯

一
筋
を
恵
ん
だ
｡
そ
し
て
'
間
違
い
な
く
河
井
家
に
養
生
に
行
き
､
全
快
の
上

い
ず
れ
か
に
奉
公
し
､
決
し
て
雲
水
体
で
俳
桐
し
た
り
'
親
類
や
由
緒
の
あ
る
人
々
に
無
心
し
た
り
し
な
い
旨
の
誓
約
書
を
認
め
さ
せ
た

の
で
あ
る
｡
な
お
端
裏
書
に
よ
る
と
'
忠
告
は
九
月
六
日
か
ら
十
三
日
迄
八
日
間
滞
在
し
た
が
､
病
気
の
た
め
に
こ
の
書
付
を
全
文
認
め

る
こ
と
が
で
き
ず
'
月
日
と
人
名
部
分
の
み
自
筆
で
認
め
た
と
あ
る
｡

他
方
､
こ
の
よ
う
な
縁
故
を
か
た
ら
っ
て
､
赤
の
他
人
が
狛
連
中
に
金
銭
を
無
心
し
た
事
件
も
あ
っ
た
｡
忠
明
の
時
代
で
あ

っ
た
が
､

織
田
家
の

｢軽
キ
傍
輩
｣
の
中
で

｢拙
者
御
地
之
様
子
｣
を
知

っ
て
い
た
者
が
'
小
林
家
に
金
子
を
無
心
に
き
た
｡
そ
こ
で
忠
明
は

｢以

後
い
か
様
之
語
り
井
似
筆
等
可
致
事
も
難
計
'
以
後
い
か
様
之
者
口
上
等
こ
而
可
申
参
と
も
､
拙
者
印
判
封
印
之
無
之
書
状
ハ
御
取
上
被



下
問
敷
候
･
尤
用
向
之
分
ハ
書
封
こ
可
致
候
,
則
判
鑑
進
置
申
d
JG
),J
･
今
後
語
り
の
危
険
性
を
考
え
,
狛
氏
の
印
判
と
封
印
の
な
い
書

状
は
取
り
合
わ
な
い
よ
う
に
と
伝
え
'
判
鑑
を
送
っ
た
｡

前
に
述
べ
た
狛
忠
告
の
場
合
は
'
父
息
剛
と
連
名
で
何
度
か
小
林
家
に
年
始
の
挨
拶
状
な
ど
を
認
め
て
い
た
た
め
､
語
り
者
と
し
て
狛

連
中
か
ら
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
'
度
重
な
る
無
心
の
た
め
に
弟
狛
忠
通
の
後
押
し
が
必
要
に
な
っ
て
い

た
｡
忠
通
は
､
兄
忠
告
の
た
め
に

｢此
度
愚
兄
左
右
馬
俵
当
方
近
辺
江
参
り
､
不
計
面
会
致
､
万
事
前
後
成
行
之
次
節
申
開
侯
所

(中
略
)

若
気
至
二
相
見
江
唯
今
二
而
ハ
後
悔
千
万
之
様
子
こ
御
座
候
｣
と
､
兄
忠
告
も
今
は
出
奔
し
た
こ
と
を
後
悔
し

｢英
二
兄
之
本
生
故
稚
捨
(6
)

置
候
こ
付
､
当
末
二
者
御
地
江
参
上
慎
二
付
'
万
事
御
厄
介
こ
相
成
中
皮
様
子
二
両

(中
略
)
何
卒
今
度
御
厄
介
御
世
話
被
下
皮
｣

と'

小
林
家
で
の
世
話
を
依
頼
す
る
書
簡
を
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

し
か
し
､
天
保
十

二

八
三
九
)
年
八
月
に
は
じ
め
て
上
狛
村
を
訪
れ
た
狛
忠
道
は
､
小
林
家
か
ら
各
め
ら
れ
た
の
か
態
皮
を

一
変
さ

せ
た
｡
忠
告
と
は

｢主
親
を
見
捨
出
奔
致
侯
者
こ
御
座
候
､
右
様
之
非
人
｣
と
ま
で
罵
倒
し
､
｢我
等
出
産
者
兄
弟
之
者
こ
侯
得
共
､
共

]艶
E

後
者
血
縁
相
絶
兄
弟
二
者
無
御
座
候
｣
と
兄
弟
の
縁
を
切
っ
た
者
で
あ
る
と
い
う
｡
そ
し
て
'
今
後
は
狛
家
の
名
を
語
ら
っ
て
ね
だ
り
に

来
て
も
取
-
合
わ
な
い
で
欲
し
い
と
の
覚
書
を
認
め
た
｡
同
時
に
'
｢小
子
初
而
之
御
面
会
之
上
､
初
而
之
恥
｣
と
い
い
'
｢
一
生
我
身
之

(朗
)

戒
二
御
座
候

｣

と

後
悔
の
気
持
ち
を
前
面
に
現
わ
し
た
｡
こ
こ
に
､
忠
告
の
ね
だ
り
行
為
に
よ
り
､
狛
連
中
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
こ
と

を
恐
れ
る
忠
通
の
動
揺
を
明
ら
か
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

3
.
狛
家
断
絶
の
危
機

息
道
は
､
天
保
十

二

八
三
九
)
年
九
月
に
ひ
か
え
た
江
戸
出
府
の
仕
度
金
を
用
立
て
て
も
ら
う
た
め
'
自
ら
八
月
十
六
日
に
上
狛
村

へ
向
っ
た
｡
そ
し
て
狛
家
の
墓
所
に
参
-
､
氏
神
の
弁
財
天
社
に
も
参
拝
し
､
初
杷
科
と
し
て
金

一
朱
を
備
え
､
小
林
字
兵
衛
家
と
三
洋

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
質
地
｣
(曽
凹
)

1
四
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
四
八

(
65

)

家
に
一
泊
宛
L
t
八
月
十
八
日
付
で
金
二
両
を
恩
借
し
て
帰
国
し
た

｡

こ
の
借
用
証
文
に
は

｢来
ル
子
ノ
九
月
､
丑
ノ
三
月
右
両
年
之
内

(i
)

ニ
無
相
違
御
返
済
可
申
者

也｣と返
済
期
日
が
明
記
さ
れ
て
い
る
点
が
､
従
来
の
恩
借
と
異
な
る
｡
さ
ら
に
､
帰
国
後
九
月
十
二
日
付
で
､

来
訪
の
礼
を
述
べ
'
前
述
し
た
兄
左
右
馬
と
の
絶
縁
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
'
｢亡
父
代
AQ
毎
々
御
厄
介
こ
相
成
'
未
以
御
返
済
茂
不
中

上
､
其
上
二
両
奉
頼
者
申
上
兼
侯
庭
､
御
探
察
被
下
二
両
之
所
御
用
達
黍
｣
と
金
子
の
用
立
て
の
礼
を
述
べ
た
｡
こ
こ
か
ら
､
息
剛
以
来

恩
借
金
を
返
済
し
て
い
な
い
こ
と
も
判
明
す
る
｡
し
か
し
'
金
二
両
で
は
仕
度
金
に
は
不
足
で
あ
り
､
何
と
か

｢狛
家
直
名
難
横
車
存
｣

(5
)

(腿
)

-
'
あ
と
金
七
両
二
歩
借
用
し
た
い
と
い
う
｡
そ
し
て
､
書
状
に
添
え
て
､
正
月
十
五
日
付
の
践
田
信
長
か
ら
狛
左
馬
進
宛
の
黒
印
状
を(69
)

小
林
家
に
送
っ
て
き
た
｡
こ
れ
は
'
｢出
府
勤
番
被
仰
付
こ
付
､
留
守
中
婦
人
計
之
事
故
､
当
方
二
出
府
中
預
り
呉
侯
様
こ
為
差
越
候
｣

と
､
表
向
き
は
江
戸
出
府
中
預
け
た
い
と
い
っ
て
い
る
が
'
実
の
と
こ
ろ
は
借
金
の
質
物
と
し
て
送
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
小
林
家

は
'
こ
の
黒
印
状
は
預
か
れ
な
い
と
し
て
'
写
し
を
と
っ
て
､
持
っ
て
き
た
使
い
に
す
ぐ
に
返
し
た
｡
結
局
､
小
林
家
は
金
二
両
を
追
加

(70
)

し
､
合
計
四
両
の
証
文
を
､
今
回
は
相
原
の
北
川
九
兵
衛
と
い
う
証
人
を
つ
け
て
認
め
さ
せ
た
｡
し
か
し
'
忠
通
の
証
文
は
現
在
反
故
に

さ
れ
ず
に
小
林
家
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
や
は
り
返
済
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡

そ
の
翌
天
保
十

一

(
一
八
四
〇
)
年
十

一
月
十
八
日
'
息
道
は
純
田
家
か
ら
永
暇
と
な
っ
て
し
ま
う
｡
そ
し
て
､
二
〇
年
た
っ
た
万
延

元

(
一
八
六
〇
)
年
九
月
､
放
田
家
家
臣
の
荒
木
安
之
進

･
同
藤
右
衛
門

･
大
井
亦
兵
衛

･
浅
井
次
郎
左
衛
門
の
四
人
か
ら
狛
連
中
の
小

(71
)

林
卯
兵
衛

･
同
三
右
衛
門

･
野
村
武
左
衛
門

(文
政
年
間
に
再
興
)
に
あ
て
て
狛
家
絶
家
の
危
機
を
訴
え
る
書
簡
が
届
け
ら
れ
た
｡
す
な

わ
ち
'
狛
忠
剛
の
実
家
で
息
道
の
姉
猪
賀
女
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
荒
木
家
の
安
之
進
が

｢狛
家

一
条
二
付
荒
木
安
之
進
を
以
各
方
え
御
助
力

御
頼
申
上
侯
所
｣
と
'
助
力
を
求
め
に
上
狛
村
に
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ

｢御
地
模
様
啓
も
有
之
侯
こ
付
而
者
'
御
頼
ミ
一
条
無
御
頓
着
｣

と
'
二
〇
年
の
間
に
狛
連
中
の
様
子
も
替
わ
り
'
助
力
を
受
け
て
も
ら
え
ず

｢不
得
止
事
安
之
進
帰
国
之
上
い
さ
ゐ
致
承
知
'
御
尤
二
者

侯
得
共
'
左
侯
時
者
狛
家
及
絶
家
侯
こ
付
｣
と
'
帰
国
し
た
も
の
の
こ
の
ま
ま
で
は
狛
家
が
絶
え
て
し
ま
う
と
い
う
｡



(72
)

そ
こ
で
､
上
狛
村
の
村
役
人
に
世
話
を
求
め
る
'
次
の
よ
う
な
昏
筒
を
別
封
と
し
て
送
っ
て
き
た
｡

[史
料
21
]

以
飛
札
致
啓
上
侯
､
冷
気
之
刻
御
座
候
虚
､
各
々
様
弥
御
安
楽
可
被
成
御
凌
､
芽
山
鹿
御
俵
奉
覧
慶
候
､
然
者
過
日
狛
家

1
条
こ
付

荒
木
安
之
進
御
地
へ
差
向
御
内
談
中
上
侯
所
'
無
御
頓
着
候
こ
付
､
帰
国
之
上
委
細
承
知
い
た
し
候
得
と
も
'
狛
家
も
廿
ケ
年
以
前

者
百
石
余
も
頂
戴
い
た
し
居
候
所
､
左
馬
之
進
御
暇
後
継
母
婦
人
共
三
人
之
内
え
弐
人
扶
持
被
下
匿
侯
'
其
余

ハ
親
類
中
点
取
渡

も
侯
へ
共
､
異
国
船
渡
来
後
ハ
二
人
扶
持
之
虚
相
減
し
､

一
家
中
も
同
様
御
減
し
こ
相
成
'
最
早
当
時
こ
至
り
無
致
方
及
絶
家
こ
侯

こ
付
､
何
分
本
国
之
御
地
ゆ
へ
狛
家

1
類
壱
人
之
内
不
得
止
事
差
向
峡
間
'
御
同
様
共
御
村
中
こ
而
御
世
話
被
下
侯
棟
御
頼
ミ
中
皮
'

尤
御
役
方
格
別
之
御
憐
愛
御
頼
中
上
侯
'
可
相
成
事
こ
候
ハ
-
本
国
え
差
向
侯
様
之
偽
者
何
与
面
目
欺
ケ
数
次
第
二
候
得
共
無
是
非
､

可
相
成
者
先
達
而
荒
木
氏
差
向
御
頼
中
上
候
節
､
御
助
力
も
被
成
下
侯
ハ
､
狛
家
連
綿
取
続
可
致
'
左
侯
時
ハ
同
家
子
孫
者
勿
論
'

親
類
共
迄
如
何
計
欺
恭
御
義
存
侯
'
此
度
御
世
話
之
者
共
差
向
皮
侯
得
共
'
余
り
押
付
ケ
間
数
博
大
侯
問
､
否
御
報
御
頼
ミ
中
上
侯
､

右
之
段
為
可
得
項
意
如
斯
御
座
候
､
恐
々
頓
首

九
月

荒
木
安
之
進

荒
木
藤
右
衛
門

大
井
亦
兵
衛

浅
井
次
郎
左
衛
門

狛
郷御

役
人
中
様

(追
伸
略
)

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
文
地
｣
(吉
田
)

一
四
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
五
〇

荒
木
安
之
進
が
ど
の
よ
う
な
助
力
を
求
め
て
き
た
の
か
は
こ
こ
か
ら
も
取
ら
か
で
は
な
い
が
'
金
子
の
無
心
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
o

い
ず
れ
に
せ
よ
､
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
た
め
狛
家
は
絶
家
に
な
る
｡
こ
れ
ま
で
永
暇
後
二
〇
年
間
狛
家
の
継
母
と
婦
人
の
三
人
に
二
人

扶
助
が
支
給
さ
れ
て
き
た
が
'
そ
れ
も
ペ
リ
ー
来
航
以
来
減
額
さ
れ
'
さ
ら
に
親
類
も
扶
持
が
減
ら
さ
れ
て
扶
助
す
る
こ
と
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
｡
そ
こ
で
､
こ
の
女
性
三
人
を
上
狛
村
で
引
受
け
､
村
中
で
世
話
を
し
て
は
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
｡
お
そ
ら
く
､
狛
忠
道
が

親
類
に
世
話
を
託
し
て
柏
原
に
残
し
て
い
っ
た
婦
女
三
人
の
世
話
を
親
類
達
が
持
て
余
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡

こ
れ
を
受
け
て
､
狛
連
中
三
人
か
ら
浅
井
次
郎
左
衛
門
と
荒
木
藤
右
衛
門
に
返
書
が
出
さ
れ
た
｡
そ
こ
で
は
､
｢早
々
村
方
へ
御
取
持

仕
披
露
可
然
之
処
､
当
郷
村
役
方
こ
も
少
し
差
支
筋
出
来
侯
こ
付
'
即
斎
相
願
可
申
訳
こ
も
杜
相
成
､
何
分
程
見
合
相
願
可
中
心
組
二
御

(73
)

座
侯
｣
と
村
方
へ
の
取
り
持
ち
を
す
る
と
は
い
い
な
が
ら
'
消
極
的
な
様
子
が
み
ら
れ
る
｡
ま
た
'
他
方
で
柏
原
の
法
香
院
に
狛
氏
の
継

母
と
叔
母
と
妹
の
暮
ら
し
方
や
'
荒
木

･
浅
井

･
飯
田
･
大
井
ら
の
親
類
が
ど
の
よ
う
に
狛
家
の
女
性
達
を
世
話
し
て
き
た
か
を
密
か
に
間

3岨
E

合
わ
せ
た
｡
.

結
局
､
十

月
十
九
日
付
で
狛
連
中
か
ら
柏
原
に
返
書
が
出
さ
れ
た
｡
そ
れ
は
､
｢過
日
申
上
侯
通
村
方
も
同
株
品
替
-
こ
も
相
成
､
殊

二
近
年
ハ
時
節
柄
不
宜
御
頓
着
も
無
之
'
押
而
頼
入
侯
へ
共
'
何
分
近
来
村
内

一
統
困
窮
之
上
､
不
作
打
続
存
外
之
衰
微
の
ら
こ
相
成
'

不
得
止
事
御
断
申
上
呉
侯
様
'
達
而
御
断
二
相
成
｣
と
村
方
の
衰
微
を
理
由
に
'
村
と
し
て
も
婦
女
の
世
話
を
断
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ

(75
)

た
｡
続
け
て
'
｢拙
子
共
こ
お
ゐ
て
も
前
文
同
様
之
義
政
'
姓
も
柳
之
御
助
成
可
中
上
候
様
之
義
ハ
矩
出
来
'
是
亦
御
断
中
上
侯
｣
と
狛

連
中
と
し
て
も
助
成
を
拒
否
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
相
原
か
ら
は
､
十
月
二
十
四
日
付
で

｢弥
狛
家
絶
家
こ
相
成
申

(76
)

侯
､
誠
二
此
断
歎
ケ
敷
｣
と
述
べ
て
き
た
が
'
手
段
は
な
か
っ
た
｡

と
こ
ろ
が
､
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
な
が
ら
狛
家
は
絶
家
に
は
な
ら
ず
'
翌
文
久
元

(
一
八
六

一
)
年
正
月
に
狛
息

道
の
帰
参
が
許
さ
れ
た
｡
そ
こ
で
'
早
速
狛
息
道
は
狛
連
中
に
書
簡
を
認
め
た
｡
し
か
し
'
返
事
は
な
か
っ
た
｡
そ
れ
を
'
忠
道
の
文
久



(〟
)

三

二

八
六
三
)
年
七
月
二
十
三
日
付
の
書
簡
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

｡

[史
料
22
]

下
拙
俵
去
々
年
春
不
存
寄
古
主
家
A
Q
召
戻
被
仰
付
姓
有
奉
存
､
早
速
其
正
月
十
四
日
家
内
召
連
致
帰
国
侯
'
尤
井
刻
早
々
河
州

方

飛
札
差
出
侯
得
共
､
幸
便
之
事
故
御
地
江
相
届
不
申
哉
こ
有
人
侯
'
然
ル
上
着
不
相
替
従
先
祖
如
前
々
御
懇
意
坂
下
侯
様
奉
琉
侯
､

勿
論
其
糊
こ
茂
御
託
申
述
候
通
､
以
前
浪
々
中
者
若
輩
之
供
与
者
乍
申
､
御
地
江
罷
越
長
々
逗
留
之
上
'
誠
二
御
親
切
被
成
下
､
何

角
与
御
厄
介
相
懸
黍
仕
合
実
以
恥
入
侯
次
第
'
今
更
先
非
相
悔
罷
在
侯
'
乍
併
尊
知
之
通
於
我
家
両
者
､
先
祖
塚
所
与
云
､
諸
寄
々

亦
各
方
之
御
家
格
与
云
､
万
事
由
緒
有
之
俵
御
座
候
待
者
､
向
後
我
旧
悪
者
不
被
思
立
'
即
今
先
祖
之
儀
ヲ
被
思
立
'
向
後
御
懇
意

被
下
侯
棟
被
成
下
候
得
者
､
野
生
百
孝
之

一
助
こ
茂
相
成
可
申
欺
'

一
向
奉
頼
入
侯
､
何
レ
先
祖
二
代
目
之
年
忌
二
茂
近
ク
候
得
者
'

其
頃
二
者
得
貴
顔
万
事
可
奉
頼
侯

こ
の
書
簡
は
小
林
宇
兵
衛

･
同
三
左
衛
門

･
野
村
武
兵
衛

･
同
武
左
衛
門
と
其

一
統
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
｡
こ
こ
で
は
､
若
班
の
頃
に
上

(78
)

狛
村
に
逗
留
し
て
厄
介
を
か
け
た
こ
と
を
反
省
し
な
が
ら
も

､

狛
家
と
狛
連
中
と
は
由
緒
も
あ
る
間
柄
で
あ
る
か
ら
今
後
と
も
先
祖
の
よ

う
に
御
懇
意
に
お
つ
き
あ
い
願
い
た
い
と
述
べ
て
い
る
｡
し
か
し
､
狛
連
中
か
ら
返
書
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
｡
さ
ら
に
､
翌

(乃
)

元
治
元

(
1
八
六
四
)
年
111月
二
八
日
に
も
'
同
様
の
趣
旨
を
認
め
'
返
事
を
懇
願
し
た

.

小
林
家
に
は
､
こ
の
あ
と
狛
氏
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
書
簡
は
伝
存
し
て
い
な
い
｡
お
そ
ら
-
､
元
治
元
年
の
書
簡
を
最
後
に
狛
氏
と
狛
連
中
と
の
往
信
は
途
絶
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
｡近

世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣

･
｢本
耳
地
｣
(吉
田
)
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お
わ
り
に

以
上
'
忠
位

･
忠
明

･
息
剛

･
忠
通
の
四
代
に
わ
た
る
狛
氏
の
狛
連
中
へ
の
書
簡
を
素
材
と
し
て
､
か
つ
て
の
国
人
領
主
と
本
貫
地
に

残
っ
た
旧
臣
と
の
関
係
を
､
近
世
々
通
し
て
検
討
し
て
き
た
o
そ
の
結
果
､
狛
氏
と
旧
臣
と
の
関
係
が
代
を
経
る
ご
と
に
変
化
し
て
い
-

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
｡
す
な
わ
ち
､
忠
位
の
時
代
に
は
'
い
ま
だ
城
跡
地
や
観
音
院
の
寺
本
と
い
う
､
狛
氏
の
国
人
領
主
と
し
て
の

遺
産
が
現
存
し
て
い
た
｡
そ
こ
で
､
狛
旧
臣
は
狛
氏
の
代
わ
り
を
勤
め
な
が
ら
､
現
実
的
な
利
益
や
権
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡

ま
た
狛
氏
も
'
か
つ
て
の
遺
産
を
現
実
の
基
盤
と
し
て
'
旧
臣
と
の
関
係
を
旧
来
の
主
従
関
係
の
延
長
上
に
つ
な
ぎ
止
め
て
お
く
こ
と
が

で
き
た
｡

と
こ
ろ
が
､
こ
の
よ
う
な
道
産
も
失
い
'
借
金
が
集
積
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
､
狛
氏
も
旧
臣
に
対
し
て
高
圧
的
な
姿
勢
で
臨
む

こ
と
が
で
き
な
-
な
る
.
年
始
の
挨
拶
や
地
の
産
物
を
贈
答
す
る
と
い
っ
た
儀
礼
を
欠
か
さ
ず
に
行
い
､
そ
の
上
で
金
子
を
用
立
て
る
よ

う
に
懇
願
し
た
｡
他
方
'
狛
連
中
の
側
で
も
ま
い
ま
だ
旧
主
君
と
の
関
係
が
身
近
で
あ
り
､
経
済
力
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
た
め
'
多
額
の

金
子
を
用
立
て
て
い
た
｡

し
か
し
忠
剛
の
代
に
な
る
と
'
忠
剛
が
養
子
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
'
か
つ
て
の
主
家
と
し
て
の
威
厳
は
全
-
失
わ
れ
た
｡
息
剛
は
､

た
だ
た
だ
生
活
苦
を
訴
え
､
金
の
無
心
を
し
始
め
た
の
で
あ
る
｡
さ
ら
に
､
忠
通
の
代
に
な
る
と
'
忠
告
の
ね
だ
-
行
為
や
'
息
道
の
永

暇
中
の
厄
介
者
の
扶
助
を
め
ぐ
っ
て
､
小
林
家
を
は
じ
め
'
村
方
に
ま
で
吸
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
こ
こ
に
お
い
て
'
狛
連
中
や
上
狛

村
は
狛
氏
と
の
関
係
を
絶
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
｡

と
は
い
え
'
狛
連
中
は
旧
主
家
と
臣
下
'
あ
る
い
は
擬
制
的
な
血
縁
関
係
と
し
て
の
狛

一
族
と
い
う
意
識
を
捨
て
去
っ
た
わ
け
で
は
な
ロ捌
E

い
｡
こ
う
し
た
意
識
は
'
狛
連
中
が
明
治
政
府
に
自
己
の
社
会
的
地
位
を
誇
示
す
る
時
､
改
め
て
再
生
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

｡



[注
]
(1
)
領
主
権
を
絶
た
れ
'
在
地
を
遊
離
し
た
国
人
領
主
が
'
近
世
社
会

に
お
い
て
い
か
に
旧
領

(本
文
地
)
や
旧
臣
と
関
わ
り
続
け
る
か

と
い
う
本
稿
が
扱
う
視
覚
と
は
や
や
輿
な
る
が
､
本
耳
地
を
知
行

地
と
す
る
交
代
寄
合
が
'
近
世
を
通
じ
て
旧
来
の
関
係
を
在
地
と

の
問
で
持
ち
つ
づ
け
る
事
例
は
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る

(た
と
え

ば
落
合
延
孝

r猫
絵
の
殿
様
]
吉
川
弘
文
銀
､

一
九
九
六
年
)｡
ま

た
'
明
治
維
新
を
迎
え
た
旗
本
が
旧
知
行
地
の
柑
役
人
宅
に
寄
宿

を
求
め
る
事
例
も
存
在
す
る

(た
と
え
ば
上
総
国
埴
生
郡
央
文
相

三
枝
知
行
所
'
今
関
家
文
番
)0

(2
)
(3
)
拙
稿

｢中
近
世
移
行
期
の

r武
士
｣
と
村
落

(上
)
(下
)｣

｢人
民
の
歴
史
学
｣

一
三
三

･
二
二
四
号
､
一
九
九
七
年
'
同

｢上

狛
村
の
村
切
り
と
共
同
体
｣
(石
井
寛
治

･
林
玲
子
編

r近
世

･
近

代
の
南
山
城
｣
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
九
八
年
三
月
刊
行
予
定
)

参

照

｡

(4
)
小
林
家
文
沓

(観
音
院
文
沓
)
以
後
小
林

･
観
音
院
と
略
す
'
浅

田
家
文
書
状
E
ニ
ー
三
六
｡
な
お
､
小
林
家
文
書
は
小
林
凱
之
氏

所
蔵
文
事
｡
浅
田
家

文
書
は
､
東

京大
学
経
済
学
部
文
書
室
所
蔵
｡

(5
)
浅
田
家
文
事
状

V二
二
七
三
｡

(6
)
城
田
を
売
却
す

る
に
あ
た
っ
て
西
法
花
野
村
庄
屋
か
ら
村
に
断
-

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣
･
｢本
末
地
｣
(菅
田
)

な
く
入
札
す
る
こ
と
に
つ
い
て
異
論
を
申
し
立
て
ら
れ
､
寛
保
四

年
に

｢城
田
｣
が
ど
の
村
に
屈
す
る
の
か
検
地
帳
に
基
づ
い
て
調

査
が
行
わ
れ
た
｡
そ
の
結
果
､
｢城
田
｣
は
野
日
代
相
に
属
す
上
田

二
五
歩

･
一
斗
五
合
の
土
地
で
､
西
法
花
野
村
に
屈
す

｢内
畑
｣

と
は
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
｡
享
保
七
年
の
西
法
花
野
村
の
名

寄
帳
に

は
'
｢
城
ノ内｣

という地
字で
名
詞
人
=-
狛
孫
左
衛

門と

す
る
内
畑
1
畝
一歩･

1斗三
升
五合
が
登
録
さ
れ
て
い
る

(小

林
家
文
沓

[狛
文
書
]

以
後
小
林

･狼
と

略
す
①
二

八
)｡
な

お
'

小
林
家
文
昏

(狛
文
昏

)
の
①

～⑦の
史

料
番
号
は

'
飾
者
が

小

林
凱
之
氏
か
ら
拝
借
し

た
写
共
版
を
盤
理

し
た
番
号
'
ま
た
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
番
号
は
旧
山
城
町
史
輔
鼓
室
の
分
獅
番
号
で
あ
る
｡

(7
)
小
林

･
狛
⑦
四
五
｡
こ
こ
で
い
う

｢支
配
｣
と
は
､
名
寄
帳
上
の

名
丑
は
狛
氏
の
ま
ま
､
そ
の
所
持
権
を
委
任
す
る
こ
と
を
い
う
0

た
と
え
ば
享
保
七
年
十

一
月
西
法
花
村
の

｢名
寄
帳
｣
(浅
田
家
文

書
冊
B
一
五
)
に
は
､
第
2
衣
の
内
畑

一
畝

一
歩
が

｢城
ノ
内
中

畑
壱
畝
壱
歩

壱
斗
三
升
五
合

狛
孫
左
衛
門
｣
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
｡
こ
の
土
地
の
耕
作
'
年
式

･
諸
役
の
井
用
な
ど
実
際

の
運
用
を
行
う
こ
と
を

｢支
配
｣
と
い
う
｡
し
か
し
'
こ
の
土
地

の
売
買

(質
入
)
に
は
､
後
述
す
る
よ
う
に
あ
く
ま
で
も
狛
氏
の

暴
認
を
必
要
と
し
た
｡

一
五
三



史
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(8
)
正
徳
四
年
四
月
八
日

｢狛
殿
分
田
畑
指
引
党
｣
(小
林

･
狛
E
l
)
｡

(9
)
翌
年
は
八
六
匁
六
分
二
厘
､
さ
ら
に
翌
享
保
六
年
度
に
は
五
四
匁

六
分
八
厘
が
狛
氏
に
送
金
さ
れ
た
｡

(

10

)

[

史
料
3
]
は
小
林

･
狛
B
l
二
､
[史
料
4
]
は
小
林

･
狛
⑥
二

二
｡

(u
)
享
保
八
年
二
月
に
狛
息
位
と
飯
田
半
兵
衛
が
大
和
古
市
奉
行
に
提

出
し
た
届
書
に
よ
る
と

｢孫
左
衛
門
先
祖
ノ
城
跡
田
畑
こ
仕
り
､

平
石
衛
門
世
話
仕
り
､
其
外

一
族
家
来
筋
者
致
年
番
､
数
年
世
話

仕
り
｣
と
あ
る

(小
林

･
続
狛
K
2
)｡

(12
)
小
林

･
狛
③
四
〇
｡

(13
)
小
林

･
狛
⑥
四
〇
｡

(14
)

(15
)
小
林

･
狛
⑥
四
一
｡

(1
6

)
小
林

･
狛
⑥

一
〇
｡

(17
)
小
林

･
狛
⑥
三
九
｡

(18
)
小
林
･
狛
⑥
四
一
｡

(19
)
小
林

･
狛
⑥
三
八
｡

(20
)
小
林

･
狛
⑥
三
九
｡

(21
)
前
掲
拙
稿

｢中
近
世
移
行
期
の

｢武
士
｣
と
村
落
｣

(22
)
小
林

･
狛
⑥
二
四
｡

(23
)
小
林

･
狛
⑥
二
六
｡

一
五
四

(24
)
小
林
･
狛
⑥
四

(tQ
)
小
林

･
狛
⑥
八
｡

(26
)
小
林

･
狛
⑥

一
一
｡

(27
)
小
林

･
狛
①
二
三
｡

(28
)
寛
保
三
年
二
月
二
一
日

｢狛
殿
江
控
銀
年
々
算
用
帳
｣
(小
林

･
狛

E
五
)0

(29
)
平
山
敏
治
郎

r日
本
中
世
家
族
の
研
究
J
法
政
大
学
出
版
局
'

一

九
八
〇
年
｡

(30
)
奥
野
高
贋

r織
田
信
長
文
書
の
研
究
｣
下
巻
'
吉
川
弘
文
館
'
一

九
七
〇
年
'
七
二
三
号
｡

(31
)
小
林

･
狛
B
五
｡

(32
)
｢観
音
院
児
名
代
江
戸
下
向
覚
悟
記
｣
(小
林

･
観
音
院
文
書
)｡
こ

の
史
料
は
'
宝
永
八
年
の
朱
印
故
に
際
し
､
竹
丸
が
九
才
と
い
う

幼
少
で
あ
る
た
め
江
戸
へ
名
代
を
下
向
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た

一

連
の
史
料
で
あ
る
｡

(33
)
注

(31
)
0

(34
)
前
掲
平
山
論
者
｡

(35
)
小
林

･
狛
⑥
三
四
｡

(36
)
小
林

･
狛
⑥
二
三
｡

(37
)
小
林

･
狛
⑥
四
〇
｡



(詣
)
栓
尾
長
恵
と
は
'
宇
治
小
和
田
に
住
む
抱
田
家
の
茶
師
で
､
勧
修

寺
家
と
も
親
し
い
者
で
あ
る

(注

(35
))0

(39
)
小
林

･
観
音
院
文
書
｡

(4
)小
林

･
狛
④

1
.

(
4

)

河
合
八
兵
衛
家
は
'
元
亀
年
中
に
郷
士
と
な
り
農
作
を
し
た
家
柄

と
い
う
由
緒
を
も
ち
'
姫
路
藩
領
時
代
に
は

｢郷
士
に
て
帯
刀
仕
､

勿
論
御
年
賀
御
祝
儀
等
独
礼
に
て
相
勤
申
侯
｣
と
い
う
家
で
あ
る

(｢加
東
郡
誌
全
】)0

(g
)
小
林

･
狛
③
五
三
｡

(43
)
な
お
､
こ
の
よ
う
な
上
狛
相
の
城
跡
地
の
作
徳
を
引
当
と
す
る
借

用
証
文
は
'
天
明
元
年
八
月
九
日
付

(小
林

･
狛
①
二
一
)
に
も

み
ら
れ
る
が
'
天
保
年
間
に
は
年
季
を
限
っ
た
通
例
の
借
用
証
文

し
か
み
ら
れ
な
く
な
る
｡
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
の
城
跡
地

の
経
営
を
示
す
史
料
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
詳
細
は

不
明
な
が
ら
､
こ
の
間
に
城
跡
地
は
分
散
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ

る
｡

(刺
)
小
林

･
狛
③
五
1
｡

(45
)
小
林

･
狛
③
四
五
｡

(46
)
小
林

･
狛
④

1
.

(4
)
以
上
'
狛
家
普
請
に
関
す
る
引
用
史
料
は
'
小
林

･
狛
⑦
四
八
に

近
世
に
お
け
る

｢国
人
領
主
｣
と
旧
臣
･
｢本
耳
地
｣
(菅
田
)

よ
る
｡

(48
)
小
林

･
狛
②

一
一
六
｡

(49)小
林

･
狛
④
五
〇
｡

(訓
)
以
上
文
政
十

1
年
の
串
楠
の
引
用
は
､
小
林

･
狛
⑤

一
に
よ
る
｡

(51
)
(52
)
小
林

･
狛
⑤
三
｡

(53
)
小
林

･
狛
②

一
〇
二
｡

(班
)
拙
稿

｢村
に
住
む

r武
士
1.J
(渡
辺
揃
志
掘

r新
し
い
近
世
史
｣

四
巻
､
新
人
物
往
来
社
､

一
九
九
六
年
)0

(5
)
寛
政
十
年
三
月
十
九
日

｢統
御
韓
口
上
沓
｣
(浅
田
家
文
-3
状
E
ニ

ー
二
五
)0

(56
)
浅
田
家
文
番
状
E
ニ
ー
二
六
｡

(57
)
小
林

･
狛
④
五
六
｡

(弘
)
文
政
八
年
五
月
九
日

｢乍
恐
御
訴
訟
｣
(南
中
老
座
文
沓
)｡

(59
)
小
林

･
狛
①
五
三
｡

(00
)
小
林

･
狛
②

〓
1七
〇

(61
)
小
林

･
狛
①
四
八
｡

(62
)
以
上
'
忠
告
を
と
り
な
す
む
状
は
小
林

･
狛
④
七
に
よ
る
.

(63
)
小
林

･
狛
④
六
｡

(朗
)
小
林

･
狛
④
五
｡

(tg
)
小
林

･
狛
②

t
二
四
｡

一
五
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

(餌
)
小
林

･
狛
②

一
二
五
｡

(67
)
以
上
小
林

･
狛
④
四
｡

(鍋
)
前
掲

r織
田
信
長
文
書
の
研
究
し
下
巻
'
三
五
七
号
｡

(69
)
小
林

･
狛
②
七
九
｡

(70
)
小
林

･
狛
②

一
二
六
｡

(71
)小
林

･
狛
③
三
七
｡

(72)
小
林

･
狛
③
三
五
｡

(乃
)
小
林

･
狛
③
四
二
｡

(内
)
小
林

･
狛
④
六
二
｡

(乃
)
小
林

･
狛
③
四
四
｡

(76
)
小
林

･
狛
③
三
八
｡

(77
)小
林

･
狛
④
五
三
｡

(7
)
こ
こ
で
忠
道
が
回
顧
し
て
い
る
内
容
は
､
兄
忠
告
の
浪
々
生
活
と

ひ
じ
ょ
う
に
よ
-
似
て
い
る
｡
あ
る
い
は
忠
通
が
永
暇
と
な
っ
た

あ
と
'
狛
家
の
再
興
の
た
め
に
忠
告
が
呼
び
戻
さ
れ
た
の
か
と
も

考
え
ら
れ
る
が
､
家
譜

･
系
図
と
も
に
記
し
て
い
な
い
C

(乃
)
小
林

･
狛
④
五
1
｡

(80
)
神
仏
分
離
に
あ
た
っ
て
'
明
治
四
年
に
小
林
宇
兵
衛
と
野
村
武
左

衛
門
か
ら

｢京
都
御
政
府
｣
に
あ
て
､
狛
の
守
護
神
で
あ
る
弁
財

天
に
神
号
を
与
え
'
社
守
を
置
く
願
い
が
出
さ
れ
た
｡
そ
の
際
､

一
五
六

狛
氏
と
狛

一
族
の
由
緒
を
述
べ
､
両
家
が
弁
財
天
の
別
当
職
を
勤

め
て
い
た
こ
と
を
根
拠
に
'
社
守
を
願
っ
て
い
る

(小
林

･
弁
財

天
C
二
)0

〔付
記
〕
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
､
小
林
凱
之

･
狛
息
久

･
浅
田
周
宏
各

氏
､
山
城
町
教
育
委
月
会
､
柏
原
町
教
育
委
月
会
の
方
々
に
は
､
史
料
閲

覧
な
ど
で
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
｡
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
｡




